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一

　
『

囊
鈔
』
は
京
都
東
山
の
観
勝
寺
（
真
言
宗
）
の
僧
行
誉
の
文
安
（
一
四
四
四
～
一
四
四
九
）
年
中
の
撰
述
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
『

囊
鈔
』
に
つ
い
て
は
、
川
瀬
一
馬
氏
の
『
古
辞
書
の
研
究
』
（
雄
松
堂
出
版
・
一
九
五
五
）
、
笹
川
祥
生
氏
の
『
塵
添

囊
鈔
・

囊
鈔
』
（
濱

田
敦
・
佐
竹
昭
広
編
・
臨
川
書
店
・
一
九
六
八
）
所
載
の
解
題
に
そ
の
基
礎
的
な
概
観
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
『

囊
鈔
』
は
「
素
問
」
（
巻
一
～
巻
四
、正
保
版
本
巻
一
～
巻
七
）
、「
緇
問
」
（
巻
五
～
巻
七
、正
保
版
本
巻
八
～
巻
一
五
）
で
構
成
さ
れ
、

「
素
問
」
三
四
八
条
、
「
緇
問
」
一
八
八
条
の
五
三
六
条
か
ら
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
笹
川
祥
生
氏
の
解
題
（
六
、

囊
鈔
の
和
訓
）
に
見
ら
れ
る
様
に
、
『

囊
鈔
』
に
は
本
文
中
に
漢
字
の
読
み
を
記
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
和
書
で
は
、『
和
名
鈔
』
『
日
本
書
紀
』
『
万
葉
集
』
『
三
教
指
帰
』
『
三
宝
字
類
鈔
』
『
太
平
記
』
、
漢
籍
で
で
は
、『
文
選
』
『
遊

仙
窟
』
『
千
字
文
』
な
ど
の
和
訓
が
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
指
摘
が
あ
る
。
因
み
に
、
『
塵
添

囊
鈔
・

囊
鈔
』
に
は
、
『
塵
添
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囊
鈔
』
の
引
用
書
名
索
引
が
付
載
さ
れ
て
い
る
。
同
書
の
『

囊
鈔
』
と
『
塵
添

囊
鈔
』
、
さ
ら
に
は
『
塵
袋
』
と
に
共
通
す
る
記
事
の
「
項

目
対
照
一
覧
」
の
掲
載
が
あ
る
。
『

囊
鈔
』
の
引
用
書
目
の
検
索
は
容
易
で
あ
る
。

　

笹
川
祥
生
氏
は
「

囊
鈔
の
和
訓
」
の
中
で
、『

囊
鈔
』
に
見
え
る
文
選
読
み
の
用
例
と
し
て
、『
文
選
』『
遊
仙
窟
』『
爾
雅
』『
千
字
文
』

『
三
教
指
帰
』
等
の
出
典
の
三
二
語
三
四
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
『
遊
仙
窟
』
を
出
典
と
す
る
語
句
の
和
訓
は
九
語
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

尚
、
『
遊
仙
窟
』
を
出
典
と
す
る
語
句
の
和
訓
に
は
、
正
保
版
巻
三
・
四
一
段
に
、
語
句
の
左
下
に
「
仙
」
と
注
記
す
る
、
イ
ロ
ハ
順
に

語
句
を
集
め
た
部
分
が
存
す
る
。
『
塵
添

囊
鈔
』
（
巻
五
・
四
一
段
）
に
は
「
付
詞
ノ

字
ノ

次
第
ノ

色
葉
」
と
見
え
る
。
因
み
に
、
当
該
部
分

に
は
「
仙
」
注
記
を
付
す
も
の
は
二
七
語
句
で
あ
る
。
又
、
「
仙
」
注
記
の
な
い
語
に
も
『
遊
仙
窟
』
に
典
拠
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の

と
想
定
さ
れ
る
も
の
も
存
す
る
。

　

以
下
本
稿
で
は
、
文
選
読
み
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
九
語
句
及
び
イ
ロ
ハ
順
に
類
聚
さ
れ
た
部
分
に
見
ら
れ
る
「
仙
」
注
記
の
あ
る

二
七
語
句
及
び
「
仙
」
注
記
の
な
い
も
の
で
『
遊
仙
窟
』
の
和
訓
を
典
拠
に
す
る
と
思
わ
れ
る
語
句
に
つ
い
て
、
『
遊
仙
窟
』
の
諸
本
の
和

訓
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
『

囊
鈔
』
の
『
遊
仙
窟
』
を
典
拠
と
す
る
場
合
の
辞
書
と
し
て
の
性
格
と
合
わ
せ
て
『
遊
仙
窟
』
の
和
訓
の
広

が
り
に
つ
い
て
小
考
す
る
。

　

本
稿
に
於
い
て
示
す
『
遊
仙
窟
』
の
諸
本
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
本
文
中
で
の
略
号
を
【　

】
で
示
す
。

　

醍
醐
寺
本
【
醍
醐
寺
】・
宮
内
庁
書
陵
部
藏
本
【
書
陵
部
】・
真
福
寺
本
【
真
福
寺
】・
東
大
安
政
六
年
写
本
【
安
政
】・
陽
明
文
庫
本
【
陽

明
】
・
龍
門
文
庫
本
【
龍
門
】
・
慶
応
大
無
注
本
【
無
注
】
・
慶
応
大
双
注
本
【
双
注
】
・
慶
応
大
戸
川
本
【
戸
川
】
・
松
平
文
庫
本
【
松
平
】
・

平
泉
澄
氏
藏
本
【
平
泉
】・
成
簣
堂
文
庫
甲
本
【
文
庫
甲
】・
成
簣
堂
文
庫
乙
本
【
文
庫
乙
】・
大
谷
大
学
本
【
大
谷
】・
慶
応
大
今
出
川
本
【
今

出
川
】
・
神
宮
文
庫
本
【
神
宮
】
・
慶
応
大
容
安
本
【
容
安
】
・
実
践
女
子
大
学
藏
山
岸
文
庫
本
【
山
岸
】
・
金
剛
寺
本
【
金
剛
寺
】
。
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二

　

笹
川
祥
生
氏
の
解
題
に
は
、
『
遊
仙
窟
』
を
出
典
と
す
る
文
選
読
み
の
和
訓
と
し
て
次
の
九
語
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

中
堂
ノ
タ
カ
ト
ノ
（
一
ノ
一
八
）
、
料
理
ト
シ
ツ
ラ
テ
（
一
ノ
一
八
）
、
斜
眼
ト
ニ
ラ
ム
・
斜
眼
ト
ニ
ラ
ン
テ
（
一
ノ
二
三
）
、
佯
瞋
ト
イ

ツ
ハ
テ
ハ
ラ
タ
チ
シ
テ
（
一
ノ
二
三
）
、
迷
惑
ト
マ
ト
フ
（
三
ノ
七
）
、
膃

ト
ニ
コ
ヤ
カ
ナ
リ
（
三
ノ
三
六
）
、
疲
頓
ト
ツ
カ
レ
タ
リ
（
三

ノ
三
九
）
、

ト
サ
ハ
ヤ
カ
ニ
シ
テ
（
三
ノ
四
一
）

　

以
上
の
内
、
笹
川
祥
生
氏
が
「
七
語
の
和
訓
は
真
福
寺
本
（
文
和
二
年
点
）
の
傍
訓
と
一
致
す
る
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
下
こ
れ
ら
の
例
に
つ
い
て
、『
遊
仙
窟
』
の
諸
本
の
傍
訓
と
比
較
の
中
で
の
小
考
を
試
み
る
。
因
み
に
、加
点
は
ヲ
コ
ト
点
に
よ
る
も
の
、

仮
名
点
に
よ
る
も
の
の
二
種
が
あ
る
が
、
そ
の
区
別
は
し
て
い
な
い
。
訓
点
は
す
べ
て
片
仮
名
で
表
記
す
る
。

1　

中
堂
ノ
タ
カ
ト
ノ

　
「
中
堂
」
は
『
醍
醐
寺
蔵
本
遊
仙
窟
總
索
引
』
（
古
典
籍
索
引
叢
書
13
・
汲
古
書
院
）
所
載
漢
字
索
引
を
検
す
る
に
「
9
ウ
6
・
10
オ
4
」

と
見
え
る
。
以
下
該
当
す
る
語
の
所
在
に
つ
い
て
は
『
醍
醐
寺
蔵
本
遊
仙
窟
總
索
引
』
（
古
典
索
引
叢
書
13 

・
汲
古
書
院
）
の
影
印
に
従
っ

て
「
『
醍
醐
寺
本
』
①
9
ウ
六
・
②
10
オ
四
」
の
様
に
標
示
す
る
。

　

①
は
【
真
福
寺
】・【
安
政
】
に
「
ナ
カ
ツ
タ
カ
ト
ノ
」
、
【
陽
明
】・【
龍
門
】・【
無
注
】・【
戸
川
】・【
松
平
】・【
文
庫
乙
】・【
神
宮
】
等
々

の
諸
本
は
「
ナ
カ
ツ
カ
タ
」
と
加
点
す
る
。
因
み
に
、【
醍
醐
寺
】・【
大
谷
】・【
文
庫
甲
】
等
は
無
加
点
で
あ
る
。
『
遊
仙
窟
』
の
諸
本
で
『

嚢
鈔
』
の
如
き
例
は
見
ら
れ
な
い
。

　

②
は
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
に
は
「
ナ
カ
ツ
ヤ
」
、
【
陽
明
】
・
【
龍
門
】
・
【
無
注
】
・
【
双
注
】
・
【
戸
川
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
神
宮
】
・
【
容
安
】

に
は
「
ナ
カ
ツ
カ
タ
」
の
加
点
例
が
見
え
る
。
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『
新
韻
集
』
（
九
7
）
に
「
堂
」
字
に
「
タ
カ
ト
ノ
」
と
見
え
る
が
他
に
は
見
え
な
い
訓
で
あ
る
。
な
お
、
『
訓
點
語
彙
集
成
』
（
築
島
裕
編
・

汲
古
書
院
、
以
下
『
集
成
』
と
略
述
）
に
よ
る
と
、
天
理
図
書
館
蔵
久
寿
二
年
点
『
三
教
指
帰
』
（
一
帖
）
に
「
堂
」
字
に
「
タ
カ
ト
ノ
」

と
の
加
点
例
が
見
ら
れ
る
。
『

嚢
鈔
』
の
例
が
如
何
な
る
『
遊
仙
窟
』
に
よ
る
か
は
不
詳
で
あ
る
。

2　

料
理
ト
シ
ツ
ラ
テ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
9
ウ
六
に
見
え
る
。

　
「
ト
シ
ツ
ラ
テ
」
の
加
点
例
は
【
竜
門
】・【
無
注
】・【
双
注
】・【
容
安
】
に
見
ら
れ
る
。
「
ト
シ
ツ
ラ
ヒ
」
と
の
加
点
例
に
【
醍
醐
寺
】・【
戸

川
】・【
大
谷
】
等
に
見
ら
れ
る
。
【
真
福
寺
】・【
安
政
】
に
は
「
ト
リ
シ
ツ
ラ
ヒ
」
と
加
点
さ
れ
る
。
【
陽
明
】
に
は
「
ト
シ
ツ
ラ
」
と
あ
る
。

【
金
剛
寺
】
に
は
、
「
ツ
ク
ロ
ヒ
」
（
右
傍
）
「
ミ
マ
シ
ヽ
キ
イ

」
（
左
傍
）
と
あ
る
。
「
イ
」
（
異
本
）
注
記
の
あ
る
「
ミ
マ
シ
ヽ
キ
」
は
『
遊

仙
窟
』
の
諸
本
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
醍
醐
寺
本
の
例
を
載
せ
る
の
み
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
「
料
理
」
と
す
る
の
は
【
醍
醐
寺
】・【
書
陵
部
】・【
容
安
】
等
で
、
【
真
福
寺
】・【
安
政
】・【
陽
明
】・【
戸
川
】・【
文
庫
乙
】・

【
大
谷
】
・
【
今
出
川
】
等
は
「
料
理
」
と
す
る
。
【
竜
門
】
・
【
無
注
】
・
【
双
注
】
・
【
松
平
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
神
宮
】
本
等
は
「
断
理
」
と

す
る
。

　

因
み
に
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
（
法
中
二
四
）
、
黒
川
本
『
色
葉
字
類
抄
』
（
68
オ
五
）
に
は
「

理
」
に
、
『
伊
京
集
』
（

115
二
）

『
易
林
本
節
用
集
』（

218
七
）
に
は
「
料
理
」
に
「
シ
ツ
ラ
フ
」
と
見
え
る
。 
因
み
に
、「

」
字
は
「
料
」
字
の
俗
字
（
『
干
禄
字
書
』
39
二
）

で
あ
る
。
『
遊
仙
窟
』
中
の
「
断
理
」
に
つ
い
て
は
存
疑
。

3　

記
念
ノ
カ
タ
ミ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
34
ウ
三
に
見
え
る
。
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【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
は
「
記
念
ノ
カ
タ
ミ
」
と
文
選
読
み
と
す
る
が
、
【
醍
醐
寺
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
大
谷
】
等
多
く
は
二

字
一
訓
に
「
カ
タ
ミ
」
と
訓
む
。

　

尚
、
【
陽
明
】
・
【
竜
門
】
・
【
無
注
】
等
は
「
記
念
」
を
「
託カ

タ
ミ念

」
と
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
『
遊
仙
窟
』
の
当
該
箇
所
「
為
記
念
」
は
、
「
カ
タ
ミ
ニ
ナ
ス
」
「
カ
タ
ミ
ト
ナ
ス
」
の
両
訓
法
が
み
ら
れ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
醍
醐
寺
本
の
例
を
載
せ
る
の
み
で
あ
る
。
「
ニ
ナ
ス
」
「
ト
ナ
ス
」
に
つ
い
て
は
別
に
考
え
た
い
。

4　

斜
眼
ト
ニ
ラ
ム
・
斜
眼
ト
ニ
ラ
ン
テ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
①
13
オ
七
・
②
18
オ
二
と
見
え
る
。

　

①
は
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
に
は
「
～
ト
ニ
ラ
ム
」
（
左
傍
）
及
び
右
傍
に
は
「
～
ト
ヨ
コ
メ
シ
」
と
見
え
る
。
他
の
多
く
は
「
～
ト
ニ

ラ
ン
テ
」
と
加
点
す
る
。
【
醍
醐
寺
】
・
【
陽
明
】
・
【
無
注
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
大
谷
】
・
【
龍
門
】
等
々
。
な
お
、
【
文
庫
乙
】
に
は
「
～
ト
ニ

ラ
ミ
」
の
例
も
見
ら
れ
る
。

　

②
は
「
ト
ミ
カ
タ
ム
ル
」
と
加
点
す
る
も
の
に
【
醍
醐
寺
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
大
谷
】
・
【
今
出
川
】
、
「
ト
ア
ラ
メ
ス
」
と
加

点
す
る
も
の
に
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
が
あ
り
、
「
ト
ア
カ
ラ
メ
ス
」
と
加
点
す
る
も
の
に
【
陽
明
】
・
【
龍
門
】
・
【
無
注
】
が
あ
る
。
因
み

に
「
ト
ア
ラ
メ
ス
」
は
「
ト
ア
カ
ラ
メ
ス
」
の
部
分
加
点
の
例
か
。

　
『
集
成
』
に
は
【
醍
醐
寺
】
の
例
を
載
せ
る
。

5　

佯
瞋
ト
イ
ツ
ハ
テ
ハ
ラ
タ
チ
シ
テ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
13
オ
七
に
見
え
る
。

　
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
に
は
「
ト
イ
ツ
ハ
リ
ハ
ラ
タ
チ
シ
テ
」
と
あ
る
。
【
醍
醐
寺
】
は
「
瞋
」
字
を
「

」
と
し
て
「
イ
ツ
ハ
リ
ハ
ラ

タ
テ
」
と
加
点
す
る
。
そ
の
他
【
文
庫
甲
】・【
大
谷
】・【
今
出
川
】 

も
右
傍
に
各
々
「
イ
ツ
ハ
リ
ハ
ラ
タ
」
「
イ
ツ
ハ
リ
ハ
ラ
タ
」
「
イ
ツ
ハ
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リ
ハ
ラ
タ
ッ
テ
」
と
加
点
す
る
。
【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
無
注
】
等
は
右
傍
に
「
イ
ツ
ハ
リ
イ
カ
リ
シ
テ
」
と
加
点
。
「
瞋
」
字
の
左
傍
に
「
ハ

ラ
タ
チ
シ
テ
」
と
加
点
す
る
。
な
お
ま
た
、
左
傍
に
「
イ
カ
リ
ハ
ラ
タ
チ
」
と
加
点
す
る
も
の
に
【
松
平
】・【
神
宮
】・【
双
注
】・【
戸
川
】・

【
文
庫
乙
】
等
が
あ
る
。

　
「
佯
」
字
に
は
、
金
剛
寺
本
『
医
心
方
』
鎌
倉
初
期
点
、
西
大
寺
藏
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
永
長
二
年
点
、
輪
王
寺
藏
『
金
剛
般
若
経
集

驗
記
』
天
永
四
年
点
、大
谷
大
学
藏
『
三
教
指
帰
』
長
承
三
年
点
、宮
内
庁
書
陵
部
藏
『
文
鏡
秘
府
論
』
保
延
四
年
点
等
々
に
「
イ
ツ
ハ
ル
」

の
加
点
例
が
見
え
る
。
お
茶
の
水
図
書
館
藏
『
文
鏡
秘
府
論
』
鎌
倉
中
期
点
に
は
「
佯
イ
ツ
ハ
リ

瞋
イ
カ
リ

」
と
あ
る
。
『
集
成
』
は
【
醍
醐
寺
】

を
「
佯
イ
ツ
ハ
リ

瞋
ハ
ラ
タ

て
」
と
掲
出
。

　
「
瞋
」
字
に
は
「
ハ
ラ
ダ
ツ
」
と
加
点
す
る
も
の
に
醍
醐
寺
本
『
遊
仙
窟
』
と
至
徳
三
年
本
『
法
華
経
音
訓
』
の
二
例
が
『
集
成
』
に
見

ら
れ
る
。
因
み
に
、「
イ
カ
ル
」
の
加
点
例
に
は
石
山
寺
藏
『
成
唯
識
論
』
寛
仁
四
年
点
、
東
大
寺
図
書
館
蔵
『
大
般
若
経
』
平
安
後
期
点
、

吉
水
藏
『
蘇
悉
地
羯
羅
経
』
康
平
七
年
点
等
多
く
に
見
ら
れ
る
。

　

文
選
訓
み
は
二
字
一
訓
に
訓
む
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
当
該
例
は
「
佯
瞋
」
を
分
訓
す
る
例
と
な
る
。

6　

迷
惑
ト
マ
ト
フ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
7
ウ
二
に
見
え
る
。

　
「
ト
マ
ト
フ
」
と
加
点
す
る
も
の
は
【
真
福
寺
】・【
安
政
】・【
平
泉
】・【
金
剛
寺
】
等
。
「
ト
マ
ト
ヒ
ナ
ン
（
ム
）
」
と
加
点
す
る
も
の
に
【
陽

明
】・【
龍
門
】・【
無
注
】・【
戸
川
】・【
神
宮
】
等
が
あ
る
。
【
文
庫
甲
】・【
大
谷
】
等
に
は
「
（
ま
と
）
ヒ
マ
ト
ハ
ス
」
と
訓
む
。
な
お
、
【
神

宮
】
の
「
惑
」
字
の
左
傍
に
「
マ
ト
ハ
ス
」
と
加
点
す
る
。
『
集
成
』
に
よ
る
と
「
迷
」
字
「
惑
」
字
と
も
に
「
マ
ト
フ
」
「
マ
ト
ハ
ス
」

等
の
和
訓
の
例
が
多
く
見
ら
れ
連
文
。
【
醍
醐
寺
】
は
「
［　
　

］
ヒ
マ
ト
ハ
ス
」
と
す
る
。

7　

膃
腯
ト
ニ
コ
ヤ
カ
ナ
リ
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『
醍
醐
寺
本
』
に
は
17
ウ
二
に
見
え
る
。

　
「
ト
ニ
コ
ヤ
カ
ナ
リ
」
の
加
点
に
つ
い
て
は
、
【
真
福
寺
】・【
安
政
】
、
同
訓
が
左
傍
に
加
点
さ
れ
る
も
の
に
【
醍
醐
寺
】・【
文
庫
甲
】・【
文

庫
乙
】・【
大
谷
】・【
今
出
川
】
等
が
あ
る
。
な
お
、
【
真
福
寺
】・【
安
政
】
に
は
右
傍
に
「
フ
ク
ヤ
カ
ナ
リ
」
と
併
記
す
る
。
【
陽
明
】・【
竜

門
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
松
平
】
・
【
神
宮
】
・
【
無
注
】
等
々
他
の
諸
本
は
「
コ
マ
ヤ
カ
ナ
リ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
「
膃

」
の
「
ニ
コ
ヤ
カ
ナ
リ
」
訓
の
例
と
し
て
醍
醐
寺
本
・
真
福
寺
本
を
掲
出
す
る
。
『
集
成
』
に
は
「
膃
」
「

」
字

の
用
例
と
し
て
当
該
例
の
掲
出
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

8　

疲
頓
ト
ツ
カ
レ
タ
リ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
2
オ
五
に
見
え
る
。

　
「
ト
ツ
カ
レ
タ
ル
コ
ト
」
と
加
点
す
る
も
の
は
、
【
醍
醐
寺
】・【
真
福
寺
】・【
文
庫
乙
】・【
大
谷
】・【
無
注
】・【
双
注
】・【
戸
川
】
等
々
。
【
陽

明
】
・
【
竜
門
】
等
は
「
ト
ツ
カ
レ
タ
ル
」
と
加
点
す
る
。
『
集
成
』
に
は
、
醍
醐
寺
本
の
み
を
掲
出
す
る
。

9　

盱
膢
ト
サ
ハ
ヤ
カ
ニ
シ
テ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
17
ウ
一
に
見
え
る
。

　
「
ト
サ
ハ
ヤ
カ
ニ
シ
テ
」
と
加
点
す
る
も
の
は
、
【
醍
醐
寺
】
（
但
し
、
「
（
さ
は
）
ヤ
カ
ニ
シ
て
」
）・【
真
福
寺
】・【
安
政
】・【
双
注
】・【
文

庫
乙
】
・
【
大
谷
】
等
々
に
見
え
、
【
龍
門
】
・
【
無
注
】
等
に
は
「
サ
ハ
ヤ
カ
ニ
テ
」
と
あ
る
。
『
集
成
』
は
、
醍
醐
寺
本
・
真
福
寺
本
の
二

例
を
掲
出
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三

　

正
保
板
本
三
巻
四
一
段
に
、



行
誉
編
『

囊
鈔
』
の
『
遊
仙
窟
』
出
典
和
訓

35

如
此
ノ

詞
ノ
字
凡
多
カ
ル
ヘ
シ
。
漢
書
三
志
史
記
文
選
ヨ
リ
乃
至
遊
仙
窟
千
字
文
文
集
等
ヨ
リ
出
タ
リ
。
此コ

レ

等ラ

ヲ
訓ク

ン

ノ
讀
ノ
本
書
ト
ス

ル
欤

と
記
す
部
分
が
あ
る
。
因
み
に
『
塵
添
本
』
に
も
四
一
段
に
「
付
詞
ノ
字
ノ
次
第
ノ
色
葉
」
と
し
て
同
一
内
容
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。

「
半ハ

タ
カ
ク
ル面

仙
」
の
よ
う
に
左
傍
脚
に
「
仙
」
あ
る
い
は
「
同
（
仙
）
」
と
注
記
す
る
も
の
が
二
七
語
み
ら
れ
る
。
以
下
掲
出
さ
れ
た
語
の
和
訓

に
つ
い
て
『
遊
仙
窟
』
諸
本
の
訓
点
と
比
較
す
る
。

1　

婀
娜
（
仙
）
│
タ
ヲ
ヤ
カ
ナ
リ

　
『
醍
醐
寺
本
』
で
は
「
婀
娜
」
は
①
2
ウ
七
・
②
7
オ
五
・
③
23
オ
四
・
④
26
オ
七
の
四
例
が
確
認
さ
れ
る
。 

　

①
は
【
真
福
寺
】・【
安
政
】
「
ト
タ
ヤ
カ
ニ
シ
テ
」・【
醍
醐
寺
】・【
文
庫
甲
】・【
文
庫
乙
】・【
大
谷
】・【
双
注
】・【
今
出
川
】
等
に
は
「
ト

タ
ヲ
ヤ
カ
ニ
シ
テ
」
と
加
点
。
【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
無
注
】
等
に
は
「
ト
タ
ホ
ヤ
カ
ニ
テ
」
、
【
神
宮
】・【
松
平
】
等
に
は
「
タ
ヲ
ヤ
カ
ニ
テ
」

と
加
点
す
る
。

　

②
は
【
醍
醐
寺
】
・
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
・
【
陽
明
】
・
【
平
泉
】
・
【
神
宮
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
金
剛
寺
】
等
々
の
諸
本
「
ト
タ
ヲ
ヤ
カ
ナ
ル
」

と
加
点
す
る
。

　

③
は
【
醍
醐
寺
】・【
真
福
寺
】・【
安
政
】・【
陽
明
】・【
双
注
】・【
松
平
】・【
文
庫
乙
】・【
大
谷
】・【
山
岸
】
等
々
諸
本
「
ト
ナ
マ
メ
イ
テ
」

と
加
点
す
る
。

　

④
は
「
ト
タ
ヲ
ヤ
カ
ニ
」
と
訓
む
も
の
に
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
山
岸
】
・
【
今
出
川
】
・
【
松
平
】
等
々
が
あ
り
、
「
ト
タ

ヲ
ヤ
カ
ニ
」
と
「
ト
ナ
マ
メ
キ
」
の
二
訓
を
併
記
す
る
も
の
に
【
醍
醐
寺
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
大
谷
】
等
が
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
「
タ
ヲ
ヤ
カ
ニ
ナ
マ
メ
ク
」
を
掲
出
し
て
醍
醐
寺
本
を
「
ト
タ
ヲ
ヤ
カ
ニ
ナ
マ
メ
キ
」
と
示
す
。
と
こ
ろ
で
「
ナ
マ
メ
ク
」
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の
項
で
は
同
一
例
が
「
ト
タ
ヲ
ヤ
カ
ニ　

ナ
マ
メ
キ
」
と
す
る
。
「
婀
娜
」
は
『
遊
仙
窟
』
の
諸
本
の
加
点
状
況
か
ら
み
て
「
タ
ヲ
ヤ
カ
」

と
「
ナ
マ
メ
ク
」
と
の
二
訓
を
掲
出
す
べ
き
も
の
か
。

2　

婭

（
同
）
―
同
（
タ
ヲ
ヤ
カ
ナ
リ
）

　
『
醍
醐
寺
本
』
7
ウ
七
に
は
「
ト
ナ
ヲ
ヤ
カ
ニ
シ
テ
」
と
あ
る
。

　

当
該
箇
所
の
「
婭

」
に
は
、①
「
ト
タ
ヲ
ヤ
カ
ニ
シ
テ
」
、②
「
ト
タ
ヲ
ヤ
カ
ニ
テ
」
と
加
点
す
る
も
の
と
、③
「
ト
ナ
ヲ
ヤ
カ
ニ
シ
テ
」

と
加
点
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
①
は
【
真
福
寺
】・【
安
政
】・【
双
注
】・【
平
泉
】・【
文
庫
乙
】・【
松
平
】・【
金
剛
寺
】・【
神
宮
】・【
容
安
】
、

②
は
【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
無
注
】
に
見
ら
れ
る
。
【
戸
川
】
に
は
「
ト
タ
ヲ
ヤ
カ
ニ
」
と
見
え
る
。
③
は
【
醍
醐
寺
】・【
文
庫
甲
】・【
大
谷
】・

【
今
出
川
】
に
見
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
【
金
剛
寺
】
に
は
「

」
字
の
左
傍
脚
に
「
婭

江
」
と
見
え
る
。
「
婭

」
字
の
本
文
は
大
江
家
関
係
の
も
の
に
見
え
る

の
意
で
あ
ろ
う
が
、
注
目
す
べ
き
注
記
で
あ
る
。
因
み
に
「

」
と
す
る
も
の
は
【
竜
門
】・【
無
注
】・【
双
注
】・【
戸
川
】・【
松
平
】・【
平

泉
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
大
谷
】
・
【
今
出
川
】
・
【
神
宮
】
・
【
容
安
】
。
【
陽
明
】
は
「
婭

」
と
す
る
。

3　

荏
苒
（
仙
）
―
ハ
ヱ
ヤ
カ
ナ
リ

　
『
醍
醐
寺
本
』
で
は
3
オ
一
に
見
え
る
。

　
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
に
は
「
ト
ヘ
ヱ
ヤ
カ
ニ
シ
テ
」
（
左
傍
）
「
ツ
ヽ
ヤ
カ
ニ
」
（
右
傍
）
と
加
点
。
【
醍
醐
寺
】
・
【
陽
明
】
・
【
文
庫
甲
】
・

【
大
谷
】
等
に
は
「
ト
ヘ
ヽ
ヤ
カ
ニ
シ
テ
」
と
見
え
る
。

　
【
戸
川
】
に
は
「
ト
ヤ
ハ
ラ
カ
ニ
シ
テ
」
、
【
文
庫
乙
】
・
【
神
宮
】
に
は
「
ト
コ
マ
ヤ
カ
ニ
シ
テ
」
、
【
平
泉
】
・
【
金
剛
寺
】
に
は
「
ト
シ
ナ

ヤ
カ
ニ
シ
テ
」
と
あ
る
。
『
集
成
』
に
は
「
ヘ
ヘ
ヤ
カ
」
に
醍
醐
寺
本
と
真
福
寺
本
の
例
を
掲
出
す
る
。
『

囊
鈔
』
に
見
え
る
「
ハ
ヱ
ヤ

カ
ナ
リ
」
の
『
遊
仙
窟
』
訓
の
所
在
は
不
詳
で
あ
る
。
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4　

半
面
（
仙
）
―
ハ
タ
カ
ク
ル

　
『
醍
醐
寺
本
』
で
は
3
ウ
三
に
見
え
る
。

　
【
醍
醐
寺
】
・
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
・
【
陽
明
】
・
【
龍
門
】
・
【
平
泉
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
神
宮
】
等
々
は
総
て
「
ハ
タ
カ
ク
レ
タ

ル
ヲ
」
と
加
点
す
る
。
た
だ
【
醍
醐
寺
】
に
は
「
ト
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
確
認
さ
れ
る
の
で
文
選
読
み
の
可
能
性
が
あ
る
。
【
平
泉
】
に
は
「
サ

シ
ノ
ソ
ケ
ル
ヲ
」
、【
神
宮
】
に
は
「
カ
タ
ハ
ラ
カ
ク
レ
ヲ
」
と
の
訓
を
併
記
す
る
。
【
金
剛
寺
】
は
「
ト
ハ
タ
カ
ク
レ
タ
ル
ヲ
」（
右
傍
）「
ト

サ
シ
ノ
ソ
ケ
ル
ヲ
」
（
左
傍
）
と
加
点
す
る
。
『
集
成
』
に
は
醍
醐
寺
本
の
み
が
掲
出
さ
れ
る
。

5　

風
流
（
仙
）
―
ヲ
モ
シ
ロ
シ

　

醍
醐
寺
本
に
は
①
4
オ
三
・
②
17
ウ
五
・
③
25
ウ
五
・
④
31
オ
五 

に
見
え
る
。

　

①
は
【
醍
醐
寺
】
・
【
真
福
寺
】
・
【
陽
明
】
・
【
竜
門
】
・
【
松
平
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
神
宮
】
・
【
金
剛
寺
】
・
【
平
泉
】
等
々
の
諸

本
は
「
ト
オヲ

モ
シ
ロ
キ
コ
ト
」
と
文
選
読
み
す
る
も
の
と
単
に
「
ヲ
モ
シ
ロ
キ
コ
ト
」
と
読
む
も
の
と
が
あ
る
。

　

②
は
【
真
福
寺
】
（
左
傍
）
・
【
安
政
】
（
左
傍
）
は
「
ヲ
モ
シ
ロ
シ
」
、
【
大
谷
】
・
【
今
出
川
】
は
「
ト
ヲ
モ
シ
ロ
シ
」
と
訓
む
が
、
他
の

多
く
は
次
の
様
に
訓
む
。

　
「
ト
ミ
ヤ
ヒ
カ
ナ
リ
」
と
訓
む
も
の
に
【
真
福
寺
】
（
右
傍
）・【
安
政
】
（
右
傍
）・【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
無
注
】・【
双
注
】・【
文
庫
乙
】
（
左

傍
）
等
々
が
あ
り
、
【
醍
醐
寺
】・【
陽
明
】
（
左
傍
）・【
文
庫
乙
本
】
（
右
傍
）・【
大
谷
】
（
左
傍
）・【
今
出
川
】
等
々
は
「
ト
ナ
サ
ケ
ア
ラ
ム
」

と
訓
む
。

　

③
は
「
オ
モ
シ
ロ
シ
」
系
と
「
ミ
ヤ
ヒ
カ
ナ
リ
」
系
の
二
種
類
に
別
れ
る
。
【
醍
醐
寺
】
は
「
ト
ミ
ヤ
ヒ
カ
ナ
ル
コ
ト
」
（
左
傍
）
、
【
真

福
寺
】・【
安
政
】
は
「
ノ
ミ
ヤ
ヒ
カ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
」
と
あ
る
。
【
陽
明
】
は
「
ト
オ
モ
シ
ロ
キ
」（
右
傍
）「
ミ
ヤ
ヒ
カ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
」（
左
傍
）
、

【
松
平
】
は
「
ヲ
モ
シ
ロ
キ
コ
ト
ヲ
」
（
左
傍
）
「
ミ
ヤ
ヒ
カ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
」
（
右
傍
）
、【
竜
門
】・【
無
注
】
は
「
ト
オ
モ
シ
ロ
キ
コ
ト
ヲ
」
（
左
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傍
）
「
ミ
ヤ
ヒ
カ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
」
（
左
傍
）
、
【
神
宮
】
は
「
ミ
ヤ
ヒ
カ
」
（
右
傍
）
「
ヲ
モ
シ
ロ
キ
」
（
左
傍
）
等
々
の
如
く
で
あ
る
。

　

④
は
【
醍
醐
寺
本
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
大
谷
】
は
「
ミ
ヤ
ヒ
ヤ
カ
ナ
ル
コ
ト
」
「
ミ
サ
ヲ
ヤ
カ
ナ
ル
コ
ト
」
（
共
に
左
傍
）
と
あ
り
、
「
ト
ミ

ヤ
ヒ
カ
ナ
ル
（
コ
ト
ヲ
）
」
と
加
点
す
る
も
の
に
【
真
福
寺
】・【
安
政
】・【
竜
門
】・【
無
注
】
、
「
ト
ミ
ヤ
ヒ
ヤ
カ
ナ
ル
」
「
ミ
ヤ
ヒ
ヤ
カ
ナ
ル
」

と
す
る
も
の
に
【
双
注
】
・
【
戸
川
】
・
【
松
平
】
・
【
今
出
川
】
等
が
見
ら
れ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
「
ナ
サ
ケ
」
の
項
に
醍
醐
寺
本
、
「
オ
モ
シ
ロ
シ
」
の
項
に
醍
醐
寺
本
・
真
福
寺
本
の
例
（
各
二
例
）
を
示
す
。
「
ミ
ヤ
ヒ

ヤ
カ
」
に
は
醍
醐
寺
本
の
二
例
を
掲
出
。
「
ミ
サ
ヲ
ヤ
カ
」
に
は
醍
醐
寺
本
の
例
が
掲
出
さ
れ
る
。

6　

求
守
（
仙
）
―
ナ
ツ
ク

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
①
5
ウ
六
・
②
30
ウ
三
に
見
え
る
。 

　

①
に
は
【
醍
醐
寺
】
に
「
ナ
ツ
ミ
（
『
集
成
』
に
は
「
ミ
」
は
「
キ
」
の
誤
と
あ
る
）
」
、【
平
泉
】
に
「
ナ
ツ
ク
ル
コ
ト
」
と
加
点
す
る
が
、

【
真
福
寺
】・【
安
政
】・【
双
注
】・【
戸
川
】・【
松
平
】・【
文
庫
甲
】・【
文
庫
乙
】・【
大
谷
】・【
神
宮
】
等
に
は
「
ト
ヨ
リ
ツ
ク
コ
ト
」
と
訓
む
。

【
金
剛
寺
】
は
右
傍
に
「
ト
ヨ
リ
ツ
ク
」
と
加
点
し
、
そ
の
訓
の
右
傍
に
「
ナ
ツ
ク
ル
コ
ト
イ

」
の
よ
う
に
異
本
注
記
が
見
え
る
。

　

②
は
【
醍
醐
寺
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
大
谷
】
・
【
今
出
川
】
に
は
「
ト
ナ
ツ
ク
コ
ト
」
と
あ
り
、
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
・
【
陽
明
】
・
【
竜
門
】
・

【
双
注
】
・
【
文
庫
乙
】
等
に
は
「
ヨ
リ
ツ
ク
コ
ト
」
と
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
「
ナ
ツ
ク
」
に
醍
醐
寺
本
の
二
例
が
掲
出
さ
れ
る
。
「
ヨ
リ
ツ
ク
」
の
項
に
「
（
ヨ
リ
）
ツ
ク
」
と
し
て
醍
醐
寺
本
の
例
を

示
す
。

7　

不
平
（
仙
）
―
ナ
ヤ
マ
ス

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
①
5
ウ
七
・
②
25
ウ
七
に
見
え
る
。

　

①
は
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
等
は
「
ト
ナ
ヤ
マ
シ
」
と
文
選
読
み
と
す
る
が
、
【
陽
明
】
・
【
竜
門
】
・
【
双
注
】
・
【
松
平
】
・
【
文
庫
乙
】
等
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は
「
ナ
ヤ
マ
シ
」
と
読
む
。
な
お
【
醍
醐
寺
】
で
は
右
傍
に
「
ナ
ヤ
マ
ス
」
左
傍
に
「
ナ
ヤ
マ
シ
キ
」
と
加
点
す
る
が
【
大
谷
】・【
文
庫
乙
】・

【
神
宮
】
に
は
同
じ
加
点
が
確
認
さ
れ
る
。
【
金
剛
寺
】
に
は
「
ト
ナ
ツ
マ
シ
ケ
ナ
ル
」
（
右
傍
）
と
文
選
訓
の
加
点
を
し
、
左
傍
に
は
「
ナ

ヤ
マ
シ
」
（
二
字
一
訓
）
と
見
え
る
。

　

②
は
【
真
福
寺
】・【
安
政
】
に
は
「
ウ
チ
ハ
ヤ
シ
」
と
あ
り
、【
陽
明
】・【
竜
門
】
に
は
「
ト
コ
ト
コ
ト
シ
キ
ナ
リ
」
、【
松
平
】・【
文
庫
乙
】・

【
神
宮
】
・
【
双
注
】
等
に
は
「
ト
コ
ト
コ
ト
シ
」
と
見
え
る
。
【
醍
醐
寺
】
は
ヲ
コ
ト
点
「
な
り
」
の
み
を
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
の
「
ナ
ヤ
マ
ス
」
「
ナ
ヤ
マ
シ
」
に
醍
醐
寺
本
、
「
ウ
ヂ
ハ
ヤ
シ
」
に
真
福
寺
本
の
例
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。

8　

娉
婷
（
同
）
―
ナ
ツ
カ
シ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
7
オ
三
に
見
え
る
。

　
【
真
福
寺
】・【
安
政
】
に
は
「
ト
ウ
ル
ハ
シ
ハ
ツ
カ
シ
」（
右
傍
）「
ト
ニ
ホ
ヒ
ハ
ツ
カ
シ
」（
左
傍
）
と
加
点
。
【
陽
明
】
は
「
ト
ナ
ツ
カ
シ
」

（
右
傍
）
「
ト
ウ
ル
ハ
シ
」
（
左
傍
）
、
【
平
泉
】
は
「
ト
ナ
ツ
カ
シ
」
「
ハ
ツ
カ
シ
」
と
加
点
。
他
の
【
醍
醐
寺
】・【
竜
門
】・【
文
庫
甲
】・【
文

庫
乙
】
・
【
大
谷
】
・
【
神
宮
】
・
【
松
平
】
等
々
の
諸
本
は
「
ト
ナ
ツ
カ
シ
」
或
い
は
単
に
「
ナ
ツ
カ
シ
」
と
訓
む
。
【
金
剛
寺
】
に
は
「
ト
ナ

ツ
カ
シ
」
（
右
傍
）
「
ト
ナ
ツ
カ
シ
」
（
左
傍
）
の
他
右
傍
訓
の
右
傍
に
「
ト
ニ
ホ
ヒ
ハ
ツ
カ
シ
」
と
も
見
え
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
娉
」
字
は
「
ウ
ル
ハ
シ
」
の
項
に
真
福
寺
本
の
当
該
例
を
「
ウ
ル
ハ
シ
（
ク
）
ハ
ツ
カ
シ
」
と
し
て
掲
出
し
、
ハ
ヅ

カ
シ
の
項
に
は
「
娉
嫡
」
字
を
「
ト
ウ
ル
ハ
シ
（
ク
）
ハ
ツ
カ
シ
」
と
掲
出
す
る
。

9　

形
迹
（
同
）
―
ウ
ト
ム

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
20
ウ
一
に
見
ら
れ
る
。

　

①
「
ウ
ト
ム
コ
ト
」　　

②
「
ウ
ト
ン
ス
ル
コ
ト
」
の
二
通
り
の
訓
み
が
あ
り
、
【
醍
醐
寺
】
・
【
大
谷
】
・
【
今
出
川
】
は
「
ト
」
の
加
点

が
ア
ル
の
で
文
選
読
み
し
た
と
思
わ
れ
る
。
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①
は
【
醍
醐
寺
】・【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
無
注
】・【
文
庫
甲
】・【
文
庫
乙
】
等
の
諸
本
、
な
お
【
双
注
】・【
戸
川
】・【
松
平
】・【
神
宮
】・

【
山
岸
】
等
は
「
ウ
ト
ム
」
と
の
み
加
点
す
る
。

　

②
は
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
の
み
。

　
『
集
成
』
は
「
ウ
ト
ム
」
に
醍
醐
寺
本
の
当
該
例
、
「
ウ
ト
ン
ズ
」
に
真
福
寺
本
の
当
該
例
の
み
を
掲
出
す
る
。

10　

可
怜
（
同
）
―
同
（
ウ
ト
ム
）

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
①
7
オ
四
・
②
21
オ
二
・
③
28
オ
一
・
④
30
ウ
三
の
四
例
が
見
ら
れ
る
。

　

①
は
【
醍
醐
寺
】
・
【
陽
明
】
・
【
双
注
】
・
【
戸
川
】
・
【
松
平
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
神
宮
】
等
々
に
は
「
ト
ウ
ツ
ク
シ
ケ
ナ
ル
」

と
あ
り
、
【
真
福
寺
】
・
【
山
岸
】
・
【
安
政
】
は
「
ト
ウ
ツ
ク
シ
ク
ナ
ル
」
と
加
点
す
る
。
【
金
剛
寺
】
は
「
ト
ウ
ツ
ク
シ
キ
」
と
す
る
。

　

因
み
に
、
【
醍
醐
寺
】・【
書
陵
部
】・【
真
福
寺
】・【
安
政
】・【
無
注
】・【
陽
明
】・【
松
平
】・【
平
泉
】
等
は
「
可
」
字
と
す
る
が
、
【
陽
明
】・

【
竜
門
】
・
【
双
注
】
・
【
戸
川
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
大
谷
】
・
【
今
出
川
】
・
【
神
宮
】
等
々
は
「

」
字
と
す
る
。

　

②
は
【
醍
醐
寺
】
・
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
・
【
陽
明
】
・
【
竜
門
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
文
庫
乙
】
等
々
諸
本
の
総
て
が
「
ウ
ツ
ク
シ
ケ
ナ
ル
」

と
訓
む
。
因
み
に
、
【
竜
門
】
・
【
無
注
】
・
【
今
出
川
】
・
【
神
宮
】
・
【
容
安
】
は
「
怜
」
字
を
「
恰
」
字
と
す
る
。

　

③
は
②
と
同
様
に
諸
本
の
総
て
「
ウ
ツ
ク
シ
ケ
ナ
ル
」
と
訓
む
。
因
み
に
、
【
文
庫
乙
】・【
今
出
川
】
は
「
怜
」
字
を
「
恰
」
字
と
す
る
。

　

④
は
②
③
と
同
様
に
諸
本
「
ウ
ツ
ク
シ
ケ
ナ
ル
」 

と
訓
む
。
因
み
に
、
【
文
庫
乙
】
は
「
怜
」
字
を
「
恰
」
字
に
、
【
文
庫
甲
】・【
大
谷
】・

【
今
出
川
】
は
「
怜
」
字
を
「
憐
」
字
と
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
醍
醐
寺
本
・
真
福
寺
本
の
例
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。

11　

可
愛
（
仙
）
―
ウ
ツ
ク
シ
ケ
ナ
リ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
7
オ
四
に
見
ら
れ
る
。
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「
ト
ウ
ツ
ク
ス
ケ
ナ
ル
」
と
す
る
加
点
例
は
【
醍
醐
寺
】・【
文
庫
甲
】・【
文
庫
乙
】・【
神
宮
】・【
今
出
川
】・【
容
安
】
に
見
ら
れ
る
。
「
ト

メ
デ
タ
キ
」
と
加
点
す
る
も
の
に
【
醍
醐
寺
】・【
真
福
寺
】・【
安
政
】・【
平
泉
】・【
文
庫
甲
】・【
文
庫
乙
】・【
大
谷
】・【
神
宮
】・【
今
出
川
】

等
が
あ
る
。
【
金
剛
寺
】
に
は
、「
ト
メ
テ
タ
シ
」
と
し
「
シ
」
の
左
傍
に
「
キ
」
と
す
る
。
な
お
、割
注
の
部
分
に
「
ト
ウ
ツ
ク
シ
ケ
ナ
ル
」

の
加
点
例
が
見
ら
れ
る
。

　
【
真
福
寺
】・【
安
政
】・【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
無
注
】・【
双
注
】・【
戸
川
】・【
松
平
】・【
文
庫
乙
】・【
神
宮
】
等
々
の
諸
本
に
は
「
オ
（
ヲ
）

モ
ハ
シ
キ
」
と
見
ら
れ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
ウ
ツ
ク
シ
ゲ
」
「
メ
デ
タ
シ
」
に
醍
醐
寺
本
の
例
を
掲
出
す
る
。
因
み
に
、
和
訓
「
オ
モ
ハ
シ
キ
」
の
掲
出
は
な
い
。

12　

偏
愛
（
同
）
―
同
（
ウ
ツ
ク
シ
ケ
ナ
リ
）

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
11
オ
六
に
見
ら
れ
る
。

　
【
平
泉
】・【
金
剛
寺
】・【
大
谷
】
に
「
ト
ウ
ツ
ク
シ
ク
シ
テ
」
と
見
え
る
以
外
は
、
【
醍
醐
寺
】・【
真
福
寺
】・【
陽
明
】・【
安
政
】・【
竜
門
】・

【
今
出
川
】
・
【
神
宮
】
・
【
無
注
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
慶
安
】
等
々
は
「
ト
ウ
ツ
ク
シ
ケ
ニ
シ
テ
」
と
訓
む
。
【
戸
川
】
は
「
ト
ウ

ツ
ク
シ
ケ
ニ
」
と
訓
む
。

　
『
集
成
』
に
は
醍
醐
寺
本
の
み
を
掲
出
す
る
。

13　

荒
涼
（
同
）
―
ア
ハ
ケ
テ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
8
ウ
四
に
見
え
る
。

　

①
「
ト
ア
レ
テ
」
と
②
「
ト
ア
ラ
ケ
テ
」
と
の
仮
名
点
が
見
ら
れ
る
。

　

①
の
例
は
、
【
醍
醐
寺
】・【
真
福
寺
】・【
安
政
】・【
平
泉
】・【
文
庫
甲
】・【
大
谷
】・【
神
宮
】・【
金
剛
寺
】
に
見
ら
れ
る
。
②
は
【
陽
明
】・

【
龍
門
】
・
【
無
注
】
・
【
双
注
】
・
【
松
平
】
・
【
神
宮
】
等
に
見
ら
れ
る
。
「
ア
ハ
ケ
テ
」
の
加
点
例
は
見
ら
れ
な
い
。
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『
集
成
』
に
は
「
ア
ル
」
の
項
に
醍
醐
寺
本
の
当
該
例
が
掲
出
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
和
訓
「
ア
バ
ク
」
に
つ
い
て
は
不
詳
。

14　

淪
滑
（
仙
）
―
マ
ミ
レ
タ
リ 

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
9
オ
一
に
見
え
る
。

　
「
ト
マ
ミ
レ
タ
リ
」
と
加
点
す
る
も
の
は
、
【
醍
醐
寺
】・【
真
福
寺
】・【
安
政
】・【
平
泉
】・【
文
庫
甲
】・【
文
庫
乙
】・【
大
谷
】・【
金
剛
寺
】・

【
神
宮
】
・
【
容
安
】
等
々
。
但
し
、
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
は
「
淪
滑
」
は
「
淪

」
と
す
る
。

　
「
ト
ミ
タ
レ
タ
リ
」
と
加
点
す
る
も
の
に
、
【
陽
明
】・【
双
注
】
、
「
ト
ミ
タ
リ
タ
リ
」
に
【
松
平
】
、
「
ト
ミ
タ
レ
ヌ
」
に
【
文
庫
乙
】・【
神

宮
】
が
あ
る
。

　
「
ト
シ
ツ
ミ
ン
タ
リ
」
と
加
点
す
る
も
の
に
【
陽
明
】
・
【
竜
門
】
・
【
無
注
】
等
が
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
「
マ
ミ
ル
」
の
項
に
醍
醐
寺
本
の
当
該
例
お
よ
び
石
山
寺
藏
『
大
唐
西
域
記
』
長
寛
元
年
点
の
例
を
掲
出
す
る
。

15　

率
爾
（
仙
）
―
ニ
ワ
カ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
①
九
オ
五
・
②
22
ウ
八
に
見
ら
れ
る
。

　

①
は
【
醍
醐
寺
】・【
真
福
寺
】・【
安
政
】・【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
松
平
】・【
平
泉
】・【
大
谷
】・【
文
庫
甲
】・【
文
庫
乙
】・【
金
剛
寺
】・【
大

谷
】
等
々
の
諸
本
の
総
て
が
「
ト
ニ
ハ
カ
ニ
」
と
訓
む
。

　

②
も
①
と
同
様
で
あ
る
。
【
山
岸
】
に
は
「
ニ
ハ
カ
」
と
の
み
見
え
る
。

　
『
集
成
』
に
は
醍
醐
寺
本
・
真
福
寺
本
の
各
二
例
お
よ
び
石
山
寺
本
『
法
華
義
疏
』
平
安
中
期
点
、
前
田
本
『
日
本
書
紀
』
巻
十
七
院
政

期
点
の
例
を
掲
出
す
る
。

16　

三
三
（
仙
）
―
ツ
キ
ツ
キ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
11
ウ
三
に
見
え
る
。
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【
醍
醐
寺
】
・
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
大
谷
】
・
【
今
出
川
】
は
「
ツ
キ
ツ
キ
ニ
」
の
訓
み
を
示
す
。
但
し
、
【
今
出
川
】
は

文
選
読
み
と
す
る
。
「
ツ
キ
ツ
キ
ニ
」
と
「
ミ
ツ
ラ
ミ
ツ
ラ
ニ
」
と
を
併
訓
す
る
も
の
に
【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
無
注
】・【
双
注
】・【
文
庫
乙
】・

【
神
宮
】
・
【
容
安
】
等
が
あ
る
。
な
お
、
【
戸
川
本
】
は
「
ミ
ツ
ラ
ミ
ツ
ラ
」
の
単
訓
、
【
松
平
】
は
「
ツ
ラ
ツ
ラ
」
の
み
の
単
訓
。

　
『
集
成
』
に
は
「
三
々
」
に
は
「
ツ
ギ
ツ
ギ
ニ
」
の
掲
出
し
か
な
く
、
醍
醐
寺
本
の
当
該
例
を
掲
出
す
る
の
み
で
あ
る
。

17　

消
息
（
同
）
―
ア
リ
サ
マ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
17
オ
八
に
見
ら
れ
る
。

　
『
遊
仙
窟
』
の
諸
本
の
総
て
が
無
加
点
で
あ
る
。

　
『
集
成
』
の
「
消
息
」
に
は
「
ア
ル
カ
タ
チ
」「
カ
タ
チ
」
の
二
訓
を
掲
出
す
る
。
「
ア
ル
カ
タ
チ
」
は
京
都
国
立
博
物
館
藏
『
日
本
書
紀
』

巻
二
十
二
平
安
後
期
点
・
巻
二
十
二
院
政
初
期
点
・
前
田
本
『
日
本
書
紀
』
巻
十
一
等
が
掲
出
さ
れ
、
「
カ
タ
チ
」
に
つ
い
て
は
、
京
都
国

立
博
物
館
藏
『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
二
平
安
後
期
点
・
巻
二
十
二
院
政
初
期
点
の
「
ア
ル
カ
タ
チ
」
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
『
集
成
』
に

は
「
ア
リ
サ
マ
」
に
「
消
息
」
の
例
は
な
い
。

18　

大
語
（
仙
）
―
コ
ハ
ダ
カ
ナ
リ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
17
ウ
八
に
見
ら
れ
る
。

　

①
「
ト
コ
ハ
タ
カ
ニ
」
・
②
「
ト
コ
ハ
タ
カ
ニ
シ
テ
」
・
③
「
ト
コ
ハ
タ
カ
ニ
テ
」
・
④
「
ト
コ
ハ
タ
カ
ニ
シ
」
の
四
種
類
の
加
点
が
見
ら

れ
る
。

　

①
は
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
・
【
双
注
】
・
【
戸
川
】
・
【
松
平
】
・
【
大
谷
】
・
【
今
出
川
】
・
【
神
宮
】
・
【
容
安
】
等
々
に
見
ら
れ
る
。

　

②
は
【
醍
醐
寺
】
、
③
は
【
陽
明
】
・
【
竜
門
】
・
【
無
注
】
・
【
大
谷
】
等
に
見
ら
れ
る
。
④
は
【
文
庫
甲
】
・
【
文
庫
乙
】
に
見
ら
れ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
醍
醐
寺
本
の
当
該
例
の
み
を
掲
出
す
る
。
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19　

加
諸
（
仙
）
―
ク
チ
カ
タ
リ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
19
オ
七
に
見
ら
れ
る
。

　

①
「
ク
チ
カ
タ
リ
」
と
の
み
加
点
す
る
も
の　

②
「
ク
チ
カ
タ
リ
」
と
「
サ
シ
マ
セ
コ
ト
」
と
の
二
訓
を
加
点
す
る
も
の　

③
「
サ
シ

マ
セ
コ
ト
」
と
「
ト
リ
ク
ハ
ヘ
コ
ト
」
と
の
二
訓
を
加
点
す
る
も
の　

④
「
ク
チ
カ
タ
リ
」
「
サ
シ
マ
セ
コ
ト
」
「
ト
リ
ク
ハ
ヘ
コ
ト
」
の

三
訓
を
加
点
す
る
も
の　

の
四
種
類
が
見
ら
れ
る
。

　

①
は
【
真
福
寺
】・【
安
政
】・【
松
平
】・【
神
宮
】
の
四
本
。
②
は
【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
無
注
】
（
但
し
以
上
の
三
本
は
「
サ
シ
マ
コ
ト
」

と
す
る
）
・
【
山
岸
】
・
【
双
注
】
・
【
容
安
】
（
但
し
「
サ
シ
マ
シ
コ
ト
」
と
す
る
）
の
諸
本
。
③
は
【
醍
醐
寺
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
大
谷
】
・
【
今

出
川
】
の
諸
本
。
④
は
【
文
庫
乙
】
で
あ
る
。
【
醍
醐
寺
】・【
大
谷
】
等
に
は
「
ト
」
の
加
点
が
見
ら
れ
る
の
で
文
選
読
み
と
し
た
も
の
か
。

　
『
集
成
』
は
「
ク
チ
ガ
タ
リ
」
に
真
福
寺
本
の
当
該
例
、
「
サ
シ
マ
ゼ
コ
ト
」
お
よ
び
「
ト
リ
ク
ハ
ヘ
ゴ
ト
」
に
醍
醐
寺
本
の
当
該
例
を

掲
出
す
る
。

20　

姸
（
仙
）
―
ウ
ル
ハ
シ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
24
ウ
二
に
見
ら
れ
る
。

　
【
醍
醐
寺
】
・
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
・
【
陽
明
】
・
【
竜
門
】
・
【
無
注
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
山
岸
】
・
【
大
谷
】
・
【
今
出
川
】
等
々
。

仮
名
点
の
加
点
の
あ
る
も
の
は
、
「
ト
ウ
ル
ハ
シ
」
と
文
選
読
み
と
す
る
。

　
『
集
成
』
は
醍
醐
寺
本
の
例
の
み
を
掲
出
す
る
。

21　

自
在
（
仙
）
―
ワ
カ
マ
ヽ
ナ
リ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
26
ウ
六
に
見
え
る
一
例
の
み
で
あ
る
。

　
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
は
「
ホ
シ
マ
ヽ
ナ
ル
」
、
【
陽
明
】
・
【
竜
門
】
・
【
無
注
】
・
【
双
注
】
・
【
戸
川
】
・
【
松
平
】
・
【
文
庫
乙
】
等
仮
名
点
の
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あ
る
も
の
は
「
ホ
シ
ヒ
（
イ
）
マ
ヽ
ナ
ル
」
「
ホ
シ
ヒ
（
イ
）
マ
ヽ
ナ
ル
コ
ト
」
と
す
る
。
因
み
に
、
【
文
庫
乙
】
に
は
「
ト
」
の
加
点
も

あ
る
の
で
文
選
読
み
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
猶
、
【
醍
醐
寺
】・【
文
庫
甲
】・【
大
谷
】・【
今
出
川
】
等
は
「
ナ
ル
」
の
み
の
加
点
、
【
陽

明
】
は
ヲ
コ
ト
点
「
な
る
」
を
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
「
自
在
」
の
掲
出
は
見
ら
れ
な
い
。

22　

方
便
（
仙
）
―
ツ
キ
〳
〵
シ
フ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
①
29
ウ
八
・
②
30
ウ
六
の
二
例
が
見
ら
れ
る
。

　

①
で
は
仮
名
点
「
ト
ツ
キ
〳
〵
シ
ウ
シ
テ
」
（
右
傍
）
が
【
醍
醐
寺
】
・
【
大
谷
】
・
【
今
出
川
】
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
三
本
は
左
傍
に
「
ヤ

ス
ラ
ヒ
（
イ
）
テ
」
と
す
る
。
な
お
、
【
醍
醐
寺
】
に
は
「
ト
ツ
キ
〳
〵
シ
ウ
シ
テ
」
に
「
菅
」
と
「
菅
原
家
」
の
訓
法
で
あ
る
旨
の
注
記

が
見
ら
れ
る
。
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
・
【
双
注
】
・
【
戸
川
】
・
【
松
平
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
神
宮
】
・
【
容
安
】
等
に
は
「
ト
ソ
ラ
シ
ラ
ス
シ
テ
」

と
あ
る
。
猶
、
【
陽
明
】
・
【
竜
門
】
・
【
無
注
】
に
は
「
ト
ソ
シ
ラ
ス
シ
テ
」
「
ヤ
ス
ラ
ウ
テ
」
と
を
併
訓
す
る
。

　

②
は
【
醍
醐
寺
】・【
文
庫
甲
】
は
「
ニ
ツ
キ
〳
〵
シ
ク
」
（
右
訓
）
「
ト
ア
タ
カ
ニ
」
（
左
訓
）
の
二
訓
を
加
点
す
る
が
、
【
真
福
寺
】・【
安

政
】・【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
無
注
】・【
戸
川
】・【
文
庫
乙
】・【
今
出
川
】
は
単
に
「
ツ
キ
〳
〵
シ
ク
」
と
加
点
。
【
松
平
】・【
神
宮
】
は
「
ツ

キ
〳
〵
シ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
は
「
方
便
」
に
「
ア
タ
カ
」
「
タ
バ
カ
ル
「
ツ
キ
ヅ
キ
シ
」
「
ハ
ダ
カ
」
「
ヤ
ス
ラ
フ
」
の
各
語
を
掲
出
す
る
が
「
ソ
ラ
シ
ラ
ズ
」

は
見
ら
れ
な
い
。

23　

泣
涙
（
仙
）
―
シ
ホ
タ
レ
テ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
32
ウ
八
に
見
え
る
。

　
【
醍
醐
寺
】・【
真
福
寺
】・【
安
政
】・【
大
谷
】・【
今
出
川
】
等
は
「
ト
シ
ホ
タ
レ
テ
」
と
加
点
す
る
が
、
【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
無
注
】・【
神
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宮
】
に
は
「
ナ
キ
シ
ホ
タ
レ
テ
」
、
【
双
注
】
・
【
戸
川
】
・
【
松
平
】
・
【
容
安
】
等
は
「
涙
」
字
の
み
に
「
シ
ホ
タ
レ
テ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
は
「
泣
涙
」
に
は
「
シ
ホ
タ
ル
」
の
み
を
掲
出
し
、
当
該
例
を
掲
出
す
る
。

24　

珍
奇
（
仙
）
―
メ
ツ
ラ
カ
ニ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
、20
オ
六
に
熟
字
「
珎
奇
」
が
見
え
る
が
、「
メ
ツ
ラ
カ
ニ
ア
ヤ
シ
ク
」
と
分
訓
の
加
点
が
な
さ
れ
て
い
る
。
【
醍
醐
寺
】

と
同
じ
く
分
訓
す
る
も
の
に
、
「
メ
ツ
ラ
カ
ニ
ア
ヤ
シ
ク
」
と
完
全
付
訓
の
他
に
「
「
メ
ツ
ラ
カ
ニ
（
あ
や
）
シ
ク
」
「
メ
ツ
ラ
カ
ニ
ア
ヤ
シ

（
く
）
」
の
よ
う
に
完
全
付
訓
で
な
い
も
の
あ
る
。
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
大
谷
】 

・
【
今
出
川
】
・
【
容
安
】
等
々

で
あ
る
。
「
ト
メ
ツ
ラ
カ
ニ
」
と
文
選
訓
み
の
加
点
を
す
る
も
の
に
【
陽
明
】
、「
メ
ツ
ラ
カ
ニ
」
二
字
一
訓
と
す
る
も
の
に
【
双
注
】・【
戸
川
】・

【
神
宮
】
・
【
山
岸
】
が
あ
る
。
【
竜
門
】
・
【
無
注
】
は
「
ト
ナ
メ
ラ
カ
ニ
」
と
文
選
訓
み
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

　
『

囊
鈔
』
正
保
版
巻
三
・
四
一
段
の
イ
ロ
ハ
順
に
語
句
を
集
め
た
部
分
の
、
語
句
の
左
下
に
「
仙
」
と
注
記
す
る
語
句
以
外
に
「
仙
」

と
注
記
し
な
い
語
句
の
中
に
も
『
遊
仙
窟
』
を
出
典
と
す
る
と
思
わ
れ
る
語
句
が
か
な
り
存
す
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
略
述
す
る
。

1　

若
為
―
イ
カ
バ
カ
リ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
「
若
為
」
の
例
は
①
3
オ
七
・
②
17
オ
一
・
③
26
ウ
四
・
④
30
ウ
三
・
⑤
30
ウ
八
・
⑥
33
オ
六
の
六
例
が
見
ら
れ
る
。     

　

①
は
【
醍
醐
寺
】
・
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
・
【
陽
明
】
・
【
竜
門
】
・
【
無
注
】
・
【
双
注
】
・
【
戸
川
】
・
【
松
平
】
・
【
平
泉
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
文

庫
乙
】
・
【
大
谷
】
・
【
神
宮
】
・
【
金
剛
寺
】
等
々
の
加
点
す
る
諸
本
は
す
べ
て
「
イ
カ
ハ
カ
リ
」
と
す
る
。

　

②
は
【
醍
醐
寺
】・【
陽
明
】・【
龍
門
】・【
無
注
】・【
文
庫
甲
】・【
大
谷
】・【
今
出
川
】
等
は
「
イ
カ
ン
（
ム
）
ス
ル
」
と
加
点
。
【
真
福
寺
】・

【
安
政
】
は
「
為
」
字
を
欠
き
、
「
若
」
字
の
み
に
「
イ
カ
ン
ス
ル
」
と
加
点
。
【
双
注
】
・
【
戸
川
】
に
は
「
イ
カ
ン
シ
テ
」
と
あ
る
。
【
文
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庫
乙
】
に
は
「
イ
カ
ン
シ
テ
」
（
右
傍
）
・
「
イ
カ
ン
ス
ル
」
（
左
傍
）
と
両
訓
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。

　

③
は
「
イ
カ
ニ
シ
テ
」
と
「
イ
カ
ン
シ
テ
」
と
が
見
ら
れ
る
。
前
者
は
【
醍
醐
寺
】・【
真
福
寺
】・【
安
政
】・【
文
庫
甲
】・【
大
谷
】
等
々
、

後
者
に
は
【
陽
明
】
・
【
無
注
】
・
【
双
注
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
神
宮
】
等
々
に
見
ら
れ
る
。
【
山
岸
】
は
「
イ
カ
ン
」
と
の
み
加
点
す
る
。

　

④
は
【
醍
醐
寺
】・【
文
庫
甲
】・【
今
出
川
】
は
「
イ
カ
ニ
シ
テ
」
、
【
真
福
寺
】・【
安
政
】
は
「
イ
カ
シ
テ
カ
」
、
他
の
【
陽
明
】・【
竜
門
】・

【
無
注
】
・
【
双
注
】
・
【
松
平
】
・
【
文
庫
乙
】
等
々
は
「
イ
カ
ン
シ
テ
」
と
加
点
す
る
。

　

⑤
は
【
陽
明
】
・
【
竜
門
】
・
【
無
注
】
・
【
双
注
】
・
【
戸
川
】
・
【
松
平
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
神
宮
】
・
【
容
安
】
等
々
は
「
為
」
字

を
欠
き
「
若
」
字
の
み
で
「
モ
シ
」
と
加
点
す
る
。
【
醍
醐
寺
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
大
谷
】
・
【
今
出
川
】
等
は
「
イ
カ
ニ
シ
テ
」
、
【
真
福
寺
】
・

【
安
政
】
は
「
イ
カ
ンニ

シ
テ
」
と
加
点
す
る
。

　

⑥
は
【
醍
醐
寺
】
【
文
庫
甲
】
・
【
大
谷
】
・
【
今
出
川
】
等
は
「
イ
カ
ニ
シ
テ
」
、
【
真
福
寺
】
【
安
政
】
は
「
イ
カ
ヽ
シ
テ
」
と
加
点
す
る
。

他
の
【
陽
明
】
【
竜
門
】
・
【
無
注
】
等
は
「
若
」
字
に
「
ナ
ン
チ
」
と
加
点
す
る
。

　

和
訓
「
イ
カ
ハ
カ
リ
」
は
六
例
中
3
オ
七
（
①
）
の
一
例
の
み
と
な
る
。

　
『
集
成
』
に
は
『
醍
醐
寺
本
』
の
例
の
み
を
掲
出
す
る
。

2　

若
箇
―
同
（
イ
カ
ハ
カ
リ
）

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
18
ウ
二
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

　
【
醍
醐
寺
】
・
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
・
【
陽
明
】
・
【
竜
門
】
・
【
松
平
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
大
谷
】
・
【
神
宮
】
等
々
加
点
の
あ
る
総

て
が
「
イ
カ
ハ
カ
リ
」
と
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
『
醍
醐
寺
本
』
の
例
の
み
が
掲
出
さ
れ
る
。

3　

造
鑿
―
イ
ヤ
メ
ツ
ラ
ナ
リ
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『
醍
醐
寺
本
』
に
は
23
ウ
一
に
見
え
る
一
例
の
み
で
あ
る
。

　
【
醍
醐
寺
】
・
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
・
【
陽
明
】
・
【
竜
門
】
・
【
無
注
】
・
【
双
注
】
・
【
戸
川
】
・
【
松
平
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
大
谷
】
・

【
神
宮
】
・
【
山
岸
】
等
々
諸
本
は
「
ト
イ
ヤ
メ
ツ
ラ
ナ
リ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
は
『
醍
醐
寺
本
』
の
例
の
み
を
掲
出
す
る
。

4　

膃
腯
―
ニ
コ
ヤ
カ
ナ
リ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
17
ウ
二
に
見
え
る
。

　
「
ト
ニ
コ
ヤ
カ
ナ
リ
」
と
一
訓
の
み
を
加
点
す
る
も
の
に
【
醍
醐
寺
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
大
谷
】
・
【
今
出
川
】
等
が
あ
り
、
「
ト
ニ
コ
ヤ
カ

ナ
リ
」
と
「
（
ト
）
フ
ク
ヤ
カ
ナ
リ
」
の
二
訓
を
加
点
す
る
も
の
に
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
が
あ
る
。
「
コ
マ
ヤ
カ
ナ
リ
」
一
訓
を
加
点
す

る
も
の
に
【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
無
注
】・【
双
注
】・【
戸
川
】・【
神
宮
】・【
容
安
】
等
々
が
あ
る
。
「
コ
マ
ヤ
カ
ナ
リ
」
と
「
ニ
コ
ヤ
カ
ナ
リ
」

の
二
訓
を
加
点
す
る
も
の
に
【
文
庫
乙
】
が
あ
る
。

　
『
集
成
』
は
『
醍
醐
寺
本
』
と
『
真
福
寺
本
』
の
当
該
例
の
み
を
掲
出
す
る
。
な
お
「
フ
ク
ヤ
カ
ナ
リ
」
の
掲
出
は
な
い
。

5　

面
子
―
カ
ホ
ツ
キ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
①
3
オ
一
・
②
6
オ
三
・
③
23
オ
四
の
三
例
が
見
ら
れ
る
。

　

①
は
①
「
ノ
カ
ホ
（
ヲ
）
ツ
キ
」
と
加
点
す
る
も
の
と
②
「
ノ
カ
ホ
ハ
セ
」
と
加
点
す
る
も
の
の
二
種
類
が
あ
る
。

前
者
に
は
【
醍
醐
寺
】・【
真
福
寺
】・【
安
政
】・【
双
注
】・【
平
泉
】・【
文
庫
乙
】・【
神
宮
】・【
金
剛
寺
】
等
が
有
り
、
②
に
は
【
陽
明
】・【
竜

門
】
・
【
無
注
】
・
【
戸
川
】
・
【
金
剛
寺
】
【
松
平
】
・
【
山
岸
】
・
【
容
安
】
が
あ
る
。

　

②
は
加
点
す
る
も
の
の
す
べ
て
の
写
本
が
「
ノ
カ
ホ
ハ
セ
」
「
カ
ホ
ハ
セ
」
と
訓
む
。

　

前
者
の
文
選
読
み
を
す
る
の
は
【
陽
明
】
・
【
竜
門
】
・
【
無
注
】
・
【
双
注
】
・
【
平
泉
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
大
谷
】
・
【
神
宮
】
・
【
容
安
】
等
。
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後
者
に
は
【
醍
醐
寺
】
・
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
・
【
戸
川
】
・
【
松
平
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
文
庫
乙
】
等
が
あ
る
。

　

③
も
②
同
様
文
選
読
み
「
ノ
カ
ホ
ハ
セ
」
と
す
る
も
の
と
単
に
「
カ
ホ
ハ
セ
」
と
訓
む
も
の
と
が
あ
る
。

　

後
者
は
【
文
庫
甲
】
の
み
で
他
の
諸
本
は
す
べ
て
文
選
読
み
と
す
る
。

　
『
集
成
』
は
『
醍
醐
寺
本
』
と
『
真
福
寺
本
』
の
当
該
例
の
み
を
掲
出
す
る
。

6　

仿
偟
―
同
（
タ
チ
モ
ト
ヲ
ル
）

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
3
ウ
八
に
一
例
見
ら
れ
る
。

　
【
戸
川
】
に
「
ト
タ
チ
ヤ
ス
ラ
ヒ
」
と
見
え
る
以
外
の
諸
本
は
「
ト
タ
チ
モ
ト
ヲ
（
ホ
）
リ
」
と
あ
る
。
【
醍
醐
寺
】・【
真
福
寺
】・【
竜
門
】・

【
陽
明
】
・
【
松
平
】
・
【
平
泉
】
・
【
大
谷
】
・
【
金
剛
寺
】
・
【
神
宮
】
等
々
。

　
『
集
成
』
は
「
仿

」
に
『
醍
醐
寺
本
』
の
当
該
例
と
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
傳
』
巻
三
・
大
治
元
年
点
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
の
例

を
掲
出
す
る
。
「
彷
徨
」
に
『
醍
醐
寺
本
』
の
当
該
例
及
び
『
大
唐
西
域
記
』
巻
第
八
・
長
寛
元
年
点
（
石
山
寺
藏
）
、
『
行
曆
抄
』
建
久
九

年
点
（
石
山
寺
藏
）
の
例
を
掲
出
す
る
。

7　

徒
倚
―
タ
ヽ
ス
ム

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
9
ウ
二
の
一
例
の
み
。

　
【
平
泉
】
に
は
「
徒
」
字
の
右
傍
に
「
徙
欤
」
と
あ
り
、
左
傍
に
「
シ
」
と
見
え
る
。
【
醍
醐
寺
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
神
宮
】
・
【
大
谷
】
に

は
「
徒
」
字
の
右
傍
に
「
シ
」
と
見
え
る
。
因
み
に
、
『
醍
醐
寺
藏
本
遊
仙
窟
總
索
引
』
（
古
典
籍
索
引
叢
書
13
・
汲
古
書
院
）
も
「
徙
倚
」

と
し
て
掲
出
す
る
。
『
訓
點
語
彙
集
成
』
は
「
徒
倚
」
と
し
て
醍
醐
寺
本
の
例
を
掲
出
す
る
。
【
醍
醐
寺
】・【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
松
平
】・【
文

庫
甲
】・【
大
谷
】・【
今
出
川
】
等
は
「
ト
タ
ヽ
ス
ン
テ
」
、
【
松
平
】・【
神
宮
】
、
【
文
庫
乙
】・【
金
剛
寺
】
は
「
ト
タ
ス
ム
テ
」
と
す
る
。
【
真

福
寺
】
・
【
安
政
】
に
は
右
傍
に
「
ト
タ
ヽ
ス
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
が
「
テ
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
の
で
「
ト
タ
ヽ
ス
（
ム
）
テ
」
と
見
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る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

当
該
例
の
「
徒
倚
」
の
左
脚
に
「
同
」
注
記
が
見
ら
れ
る
。
本
文
は
「
盤タ

チ
モ
ト
ヲ
ル桓

仙　

仿同
　

徒タ
ヽ
ス
ム倚

同　

寸同
歩
」
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
「
徒

倚
」
の
左
脚
の
「
同
」
が
ど
の
部
分
と
「
同
」
な
の
か
不
明
で
あ
る
。
「
同
」
が
上
の
「
仙
」
の
意
な
ら
ば
、当
該
例
は
前
項
二
の
例
と
な
る
。

　
『
集
成
』
は
『
醍
醐
寺
本
』
の
当
該
例
の
み
を
掲
出
す
る
。

8　

寸
歩
―
同
（
タ
ヽ
ス
ム
）

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
6
オ
四
に
一
例
見
ら
れ
る
。

　

①
「
ト
タ
ヽ
ス
ム
ト
キ
」
②
「
ト
タ
ヽ
ス
ン
テ
」
③
「
ト
タ
ヽ
ス
ム
」
の
三
種
の
加
点
例
が
見
え
る
。

　

①
は
【
醍
醐
寺
】
・
【
平
泉
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
大
谷
】
・
【
金
剛
寺
】
・
【
今
出
川
】
・
【
神
宮
】
等
。
な
お
、
「
と
き
」
を
オ
コ
ト
点
（
線
点
）

で
加
点
す
る
も
の
は
【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
無
注
】
等
で
あ
る
。
②
に
は
【
真
福
寺
】・【
安
政
】
が
あ
る
。
③
に
は
【
双
注
】・【
松
平
】・【
文

庫
乙
】
・
【
神
宮
】
等
が
あ
る
。

　
『
集
成
』
は
『
醍
醐
寺
本
』
と
『
真
福
寺
本
』
の
当
該
例
の
み
を
掲
出
す
る
。

9　

慇
懃
―
同
（
ネ
ン
コ
ロ
）

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
①
5
ウ
五
・
②
31
ウ
八
・
③
34
オ
五
・
④
35
ウ
八
の
四
例
が
見
ら
れ
る
。

　

①
は
【
醍
醐
寺
】・【
真
福
寺
】・【
安
政
】・【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
双
注
】・【
戸
川
】・【
松
平
】・【
文
庫
甲
】・【
文
庫
乙
】・【
大
谷
】・【
神

宮
】
等
々
加
点
の
あ
る
も
の
は
す
べ
て
が
「
ネ
ン
（
ム
）
コ
ロ
ニ
」
と
す
る
。
【
金
剛
寺
】
に
は
「
ト
ネ
ム
コ
ロ
ナ
ル
」
と
あ
る
。

　

②
は
【
醍
醐
寺
】
・
【
大
谷
】
が
「
ト
ネ
ム
コ
ロ
ニ
」
と
加
点
す
る
以
外
は
、
加
点
の
あ
る
諸
本
す
べ
て
が
「
ト
ネ
ン
コ
ロ
ニ
」
と
加
点

す
る
。

　

③
は
【
醍
醐
寺
】・【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
無
注
】・【
文
庫
甲
】・【
大
谷
】・【
今
出
川
】・【
神
宮
】
等
々
に
は
「
ネ
ン
コ
ロ
ニ
」
と
あ
り
、
【
双
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注
】
・
【
松
平
】
・
【
文
庫
乙
】
等
に
は
「
ネ
ン
コ
ロ
」
と
の
み
加
点
す
る
。

　

④
は
③
ト
同
じ
く
【
醍
醐
寺
】
・
【
陽
明
】
・
【
双
注
】
・
【
戸
川
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
大
谷
】
等
々
は
「
ネ
ン
コ
ロ
ニ
」
と
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
『
醍
醐
寺
本
』
の
三
例
の
他
に
、
『
南
海
寄
帰
内
法
傳
』
巻
二
・
長
和
五
年
頃
点
（
天
理
図
書
館
蔵
）
他
、
十
例
が
掲
出

さ
れ
て
い
る
。

10　

―
同
（
ナ
ツ
カ
シ
）

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
７
オ
五
の
一
例
が
見
ら
れ
る
。

　

①
「
ト
ナ
ツ
カ
シ
キ
」
・
②
「
ト
ミ
ノ
ヘ
タ
ル
」
・
③
そ
の
他
と
見
ら
れ
る
。

　

①
は
【
醍
醐
寺
】・【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
双
注
】
【
戸
川
】・【
松
平
】・【
文
庫
甲
】・【
文
庫
乙
】・【
今
出
川
】・【
容
安
】
等
々
。
②
は
【
真

福
寺
】
・
【
安
政
】
の
二
本
の
み
で
あ
る
。
③
の
一
つ
に
は
【
平
泉
】
【
金
剛
寺
】
が
「
ナ
ツ
カ
シ
キ
」
と
「
ミ
ノ
ヘ
タ
ル
」
と
を
右
傍
に
並

び
加
点
す
る
。
他
に
は
「
ナ
ツ
カ
シ
」
と
す
る
も
の
、「
ナ
ツ
カ
シ
イ
」
と
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
な
お
、【
竜
門
】・【
双
注
】
は
「

」
、【
平

泉
】
・
【
文
庫
乙
】
は
「

」
に
作
る
。

　
『
集
成
』
は
『
醍
醐
寺
本
』
の
当
該
例
の
み
を
掲
出
す
る
。
因
み
に
『
集
成
』
に
は
「

」
に
「
ナ
ツ
カ
シ
」
以
外
の
訓
み
の
例
は
見

ら
れ
な
い
。

11　

口
子
―
ク
チ
ス
ウ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
①
30
ウ
八
・
②
31
オ
三
・
③
31
オ
四
・
④
31
ウ
五
の
四
例
が
見
ら
れ
る
。

　

①
は
「
ク
チ
ス
フ
（
ウ
）
コ
ト
ヲ
」
と
加
点
す
る
も
の
に
【
醍
醐
寺
】
・
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
・
【
双
注
】
・
【
戸
川
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
今

出
川
】
・
【
神
宮
】
等
々
が
あ
る
。

　

②
は
「
ク
チ
ス
フ
（
ウ
）
ニ
」
と
加
点
す
る
も
の
に
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
容
安
】
等
が
あ
る
。
「
ク
チ
ヲ
ス
フ
（
ウ
）
」
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と
加
点
す
る
も
の
に
【
醍
醐
寺
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
大
谷
】
・
【
今
出
川
】
等
に
見
ら
れ
る
。

　

③
は
「
ク
チ
ス
フ
（
ウ
）
コ
ト
」
と
加
点
す
る
も
の
に
【
醍
醐
寺
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
大
谷
】
・
【
今
出
川
】
等
に
見
ら
れ
る
。

　

④
に
は
【
醍
醐
寺
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
大
谷
】
に
「
ノ
ク
チ
ス
フ
ニ
」
（
右
傍
）
「
ノ
ク
チ
ヲ
」
（
左
傍
）
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
は
『
醍
醐
寺
本
』
の
三
例
の
み
を
掲
出
す
る
。

12　

真
成
―
マ
メ
ヤ
カ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
①
5
ウ
四
・
②
12
オ
一
に
見
え
る
。

　

①
は
「
ト
マ
コ
ト
ニ
シ
テ
」
（
右
傍
）
と
「
ト
マ
メ
ヤ
カ
ニ
」
（
左
傍
）
と
を
加
点
す
る
も
の
に
【
真
福
寺
】・【
安
政
】
が
あ
る
。
【
平
泉
】

は
「
マ
コ
ト
ニ
」
と
加
点
す
る
が
、
他
の
【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
無
注
】・【
双
注
】・【
戸
川
】・【
松
平
】・【
文
庫
甲
】・【
文
庫
乙
】・【
大
谷
】・

【
今
出
川
】
・
【
神
宮
】
等
々
は
「
マ
メ
ヤ
カ
ニ
」
と
加
点
し
、
【
醍
醐
寺
】
は
「
ト
マ
メ
ヤ
カ
ニ
」
と
加
点
す
る
。

　

②
は
【
醍
醐
寺
】・【
真
福
寺
】・【
安
政
】・【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
無
注
】・【
双
注
】・【
松
平
】・【
戸
川
】・【
文
庫
甲
】・【
文
庫
乙
】・【
大

谷
】
・
【
神
宮
】
等
々
は
「
マ
メ
ヤ
カ
ニ
」
と
訓
む
。
な
お
、
【
今
出
川
】
の
み
「
ト
マ
メ
ヤ
カ
ニ
」
と
文
選
読
み
と
す
る
。

　
『
醍
醐
寺
本
』
11
オ
六
～
七
に
は
「
ト
マ
コ
ト
ニ
」
と
す
る
例
が
見
ら
れ
る
。
【
大
谷
】・【
今
出
川
】
も
同
訓
で
あ
る
。
【
真
福
寺
】・【
安
政
】

は
「
マ
コ
ト
ニ
」
と
の
み
の
加
点
で
あ
る
が
、「
真
成
」
に
音
合
符
の
加
点
が
見
ら
れ
る
の
で
【
醍
醐
寺
】
と
同
じ
く
文
選
訓
と
し
た
も
の
か
。

【
平
泉
】
・
【
金
剛
寺
】
は
「
マ
コ
ト
ニ
シ
テ
」
と
訓
む
。
【
文
庫
乙
】
・
【
神
宮
】
に
は
「
マ
メ
ヤ
カ
ニ
（
右
傍
）
、
「
マ
コ
ト
ニ
」
（
左
傍
）
と

見
え
る
。
因
み
に
、
「
マ
メ
ヤ
カ
ニ
」
と
の
み
加
点
す
る
も
の
に
は
【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
無
注
】・【
双
注
】・【
戸
川
】・【
松
平
】
等
が
あ
る
。 

　
『
集
成
』
に
は
「
マ
メ
ヤ
カ
」
に
『
醍
醐
寺
本
』
の
二
例
、
「
マ
コ
ト
ニ
」
に
『
醍
醐
寺
本
』
の
一
例
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。

13　

正
首
―
同
（
マ
メ
ヤ
カ
）

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
13
ウ
五
に
一
例
見
ら
れ
る
。
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【
真
福
寺
】・【
安
政
】
は
「
ト
マ
メ
ヤ
カ
ニ
」
と
文
選
読
み
と
す
る
が
、
他
の
【
醍
醐
寺
】・【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
無
注
】・【
双
注
】・【
戸

川
】
・
【
松
平
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
大
谷
】
・
【
今
出
川
】
・
【
神
宮
】
等
は
単
に
「
マ
メ
ヤ
カ
ニ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
は
『
醍
醐
寺
本
』
の
当
該
例
の
一
例
の
み
を
掲
出
す
る
。

14　

宛
轉
―
同
（
マ
ロ
フ
）

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
30
ウ
六
に
見
ら
れ
る
。

　
【
真
福
寺
】・【
安
政
】
は
「
マ
ロ
ム
」
。
【
醍
醐
寺
】・【
文
庫
甲
】・【
大
谷
】
は
「
マ
ロ
ム
テ
」
、
【
双
注
】・【
今
出
川
】・【
文
庫
乙
】
は
「
マ

ロ
ン
テ
」
と
加
点
す
る
。
因
み
に
、
諸
本
は
「
婉
」
字
に
作
る
。

　
『
集
成
』
に
は
『
三
教
指
帰
』
久
寿
二
年
点
（
天
理
図
書
館
蔵
）
の
「
ト
マ
ロ
フ
」
の
文
選
訓
の
例
及
び
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
十
・

平
安
初
期
点
（
西
大
寺
藏
）
の
「
宛
轉
（
マ
ロ
ヒ
カ
ヘ
ル
コ
ト
）
」
と
分
訓
す
る
例
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。

15　

擧
止
―
フ
ル
マ
ヒ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
11
オ
八
に
一
例
見
ら
れ
る
。

　
【
醍
醐
寺
】
・
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
・
【
陽
明
】
・
【
双
注
】
・
【
戸
川
】
・
【
平
泉
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
今
出
川
】
・
【
神
宮
】
・
【
容
安
】
は
「
ト
フ

ル
マ
フ
」
と
加
点
す
る
。
【
松
平
】・【
文
庫
乙
】・【
大
谷
】
は
「
フ
ル
マ
フ
」
と
す
る
。
因
み
に
、
【
竜
門
】・【
無
注
】
は
「
ト
フ
ル
マ
フ
テ
」

と
す
る
。

　
『
集
成
』
は
『
醍
醐
寺
本
』
の
一
例
の
み
を
掲
出
す
る
。

16　

無
端
―
ア
チ
キ
ナ
シ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
22
オ
八
に
一
例
見
え
る
。

　
【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
無
注
】・【
山
岸
】
は
「
ア
チ
キ
ナ
シ
」
と
加
点
す
る
。
【
醍
醐
寺
】・【
大
谷
】・【
今
出
川
】
は
「
ト
ア
チ
キ
ナ
ク
」
、
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【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
・
【
双
注
】
・
【
戸
川
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
神
宮
】
・
【
容
安
】
等
々
は
「
ア
チ
キ
ナ
ク
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
は
『
醍
醐
寺
本
』
の
当
該
例
と
『
如
来
遺
跡
講
式
』
建
保
二
年
頃
点
（
鈴
木
吉
祐
藏
）
の
二
例
を
掲
出
す
る
。

17　

無
情
―
同
（
ア
チ
キ
ナ
シ
）

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
①
5
オ
五
・
②
36
オ
二
に
見
え
る
。

　

①
は
【
醍
醐
寺
】・【
大
谷
】・【
今
出
川
】
は
「
ト
ア
チ
キ
ナ
キ
」
、【
真
福
寺
】・【
安
政
】
は
「
ト
ア
チ
キ
ナ
ク
」
と
文
選
読
み
と
す
る
。
【
平

泉
】・【
金
剛
寺
】
に
は
「
ナ
サ
ケ
ナ
キ
」
（
右
傍
）
「
ア
チ
キ
ナ
キ
」
（
左
傍
）
と
す
る
。
他
の
諸
本
は
「
ア
チ
キ
ナ
キ
」
と
加
点
す
る
。
【
陽

明
】
・
【
竜
門
】
・
【
無
注
】
・
【
双
注
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
神
宮
】
等
々
。

　

②
は
【
真
福
寺
】・【
安
政
】
は
「
離
鳥
獣
無
情
猶
」
の
六
文
字
は
欠
文
。
他
の
「
コ
ヽ
ロ
ナ
ケ
レ
ト
モ
」
は
【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
無
注
】・

【
戸
川
】
・
【
文
庫
乙
】
に
、
「
ナ
サ
ケ
ナ
ケ
レ
ト
モ
」
は
【
平
泉
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
大
谷
】
・
【
今
出
川
】
に
見
ら
れ
る
。

　
『
集
成
』
は
『
醍
醐
寺
本
』
の
当
該
例
の
み
を
掲
出
す
る
。

18　

無
事
―
同
（
ア
チ
キ
ナ
シ
）

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
①
5
オ
八
・
②
16
オ
六
に
見
え
る
。

　

①
は
【
醍
醐
寺
】
・
【
大
谷
】
・
【
今
出
川
】
は
「
ト
ア
チ
キ
ナ
ク
」
と
文
選
読
み
と
す
る
。
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
は
「
ア
チ
キ
ナ
シ
」
と

す
る
。
他
の
【
陽
明
】
・
【
竜
門
】
・
【
無
注
】
・
【
双
注
】
・
【
平
泉
】
・
【
文
庫
甲
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
金
剛
寺
】
・
【
今
出
川
】
・
【
神
宮
】
等
の
諸

本
は
「
ア
チ
キ
ナ
ク
」
と
訓
む
。

　

②
は
①
「
ア
チ
キ
ナ
ク
」
と
加
点
す
る
も
の
、
②
「
ア
チ
キ
ナ
シ
」
と
す
る
も
の
、
③
「
ア
チ
キ
ナ
キ
」
と
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
①

に
は
【
醍
醐
寺
】・【
文
庫
甲
】・【
大
谷
】・【
今
出
川
】・【
神
宮
】
等
。
③
は
【
神
宮
】
。
他
の
多
く
の
諸
本
は
②
で
あ
る
。
【
真
福
寺
】・【
安

政
】
・
【
陽
明
】
・
【
竜
門
】
・
【
無
注
】
・
【
双
注
】
・
【
戸
川
】
・
【
松
平
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
容
安
】
等
々
。
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『
集
成
』
は
『
醍
醐
寺
本
』
の
当
該
例
の
み
を
掲
出
す
る
。

19　

細
々
評
―
サ
ヽ
ヤ
カ
ニ

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
７
オ
五
（
細
々
許
）
に
一
例
見
え
る
。
「
評
」
字
は
「
許
」
字
の
誤
か
。

　

①
「
ト
サ
ヽ
ヤ
カ
ナ
リ
」
②
「
ト
サ
ヽ
ヤ
カ
ニ
」
③
「
ト
サ
ヽ
ヤ
カ
ニ
ナ
マ
メ
キ
」
④
「
ト
サ
ヽ
ヤ
カ
ナ
ル
」
（
右
傍
）
「
ト
サ
ヽ
ヤ
カ

ニ
ナ
マ
メ
キ
」
（
左
傍
）
の
併
訓
の
加
点
が
見
ら
れ
る
。

　

①
は
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
・
【
陽
明
】
・
【
龍
門
】
・
【
無
注
】
・
【
双
注
】
等
々
に
見
ら
れ
、
②
は
【
戸
川
】
・
【
松
平
】
等
に
見
ら
れ
、
③

は
【
醍
醐
寺
】
・
【
文
庫
乙
】
・
【
大
谷
】
・
【
容
安
】
等
、
④
は
【
神
宮
】
に
見
ら
れ
る
。
な
お
、
【
金
剛
寺
】
に
は
「
ト
サ
ヤ
カ
ナ
リ
」
と
見

え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
集
成
』
に
は
醍
醐
寺
本
の
当
該
例
が
「
ナ
マ
メ
ク
」
と
「
サ
サ
ヤ
カ
ニ
ナ
マ
メ
ク
」
と
に
見
出
し
語
と
し
て
掲
出
さ
れ
、「
サ

サ
ヤ
カ
ニ
ナ
マ
メ
ク
」
に
は
『
醍
醐
寺
本
』
の
当
該
例
が
、
「
ナ
マ
メ
ク
」
に
は
「
細
細
許
」
に
同
じ
く
『
醍
醐
寺
本
』
の
当
該
例
が
掲
出

さ
れ
て
い
る
。

20　

婉
轉
―
ミ
ツ
ク
ロ
ヒ
ス
ル

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
①
23
オ
七
・
②
30
ウ
六
の
二
例
が
見
ら
れ
る
。

　

①
は
①
「
ト
ミ
ツ
ク
ロ
ヒ
（
イ
）
シ
」
②
「
ト
ミ
ツ
ク
ヒ
ロ
シ
」
③
「
ミ
ツ
ク
ロ
ヒ
シ
」
（
右
傍
）
「
ミ
ツ
ク
ヒ
ロ
シ
」
（
左
傍
）
と
併
訓

　

の
三
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

　

①
は
【
醍
醐
寺
】
（
但
し
「
ミ
ツ
ク
ロ
〔　

〕
）・【
真
福
寺
】・【
安
政
】・【
陽
明
】・【
竜
門
】・【
無
注
】・【
双
注
】・【
松
平
】・【
文
庫
甲
】・

【
大
谷
】
・
【
今
出
川
】
等
々
。
②
は
【
双
注
】
・
【
神
宮
】
・
【
容
安
】
等
。
③
は
【
文
庫
乙
】
に
見
ら
れ
る
。

　

②
は
「
マ
ロ
ム
」
「
マ
ロ
ム
テ
」
「
マ
ロ
ン
テ
」
等
と
諸
本
加
点
す
る
。
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『
集
成
』
は
『
醍
醐
寺
本
』『
真
福
寺
本
』
の
当
該
各
一
例
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、『
集
成
』
は
「
マ
ロ
ム
」
に
『
醍
醐
寺
本
』（
「
婉

轉
（
マ
ロ
ム
テ
）
」
）
の
掲
出
が
あ
る
。

21　

法
用
―
同
（
ミ
ツ
ク
ロ
ヒ
ス
ル
）

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
31
オ
五
に
一
例
見
ら
れ
る
。

　

①
「
ト
ミ
ツ
ク
ロ
ヒ
（
イ
）
ス
ル
」
②
「
ミ
ツ
ク
ロ
ヒ
（
イ
）
ス
ル
」
③
「
ミ
ツ
ク
ロ
ヒ
（
イ
）
」
の
加
点
例
が
見
ら
れ
る
。

　

①
は
【
醍
醐
寺
】・【
真
福
寺
】・【
安
政
】・【
大
谷
】
等
。
②
は
【
竜
門
】・【
無
注
】・【
双
注
】・【
文
庫
乙
】
等
。
③
は
【
陽
明
】・【
戸
川
】・

【
松
平
】
・
【
神
宮
】
等
。

　
『
集
成
』
は
『
醍
醐
寺
本
』
の
当
該
例
の
み
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。

22　

紛
披
―
ヒ
ラ
メ
ク

　
『
醍
醐
寺
本
』
に
は
23
ウ
二
に
一
例
見
ら
れ
る
。

　

①
「
ト
ヒ
ラ
メ
イ
テ
」
②
「
ヒ
ラ
メ
イ
テ
」
の
二
種
の
加
点
が
見
ら
れ
る
。

　

①
の
文
選
読
み
を
す
る
も
の
は
、
【
醍
醐
寺
】
・
【
真
福
寺
】
・
【
安
政
】
・
【
陽
明
】
・
【
竜
門
】
・
【
無
注
】
・
【
大
谷
】
・
【
山
岸
】
・
【
今
出
川
】
。

②
は
【
双
注
】
・
【
文
庫
乙
】
等
。

　
『
集
成
』
に
は
『
醍
醐
寺
本
』
『
真
福
寺
本
』
の
当
該
例
の
み
が
掲
出
さ
れ
て
あ
る
。
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五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
1

　

以
上
『

嚢
鈔
』
の
『
遊
仙
窟
』
を
典
拠
と
す
る
と
思
し
き
例
を
を
抄
出
し
た
。
笹
川
祥
生
氏
は
『
遊
仙
窟
』
を
出
典
と
す
る
文
選
訓

和
訓
と
し
て
九
語
を
示
し
、
そ
の
う
ち
七
語
の
和
訓
が
真
福
寺
本
（
文
和
二
年
点
）
の
傍
訓
と
一
致
す
る
と
し
て
「
『

嚢
鈔
』
の
採
用
し

た
和
訓
は
伝
統
的
な
読
み
方
」
（
前
掲
書
「
解
題
」
）
と
記
さ
れ
た
こ
と
は
前
に
示
し
た
如
く
で
あ
る
。

　

紀
年
明
記
の
完
存
す
る
写
本
と
し
て
最
古
の
も
の
で
あ
る
醍
醐
寺
本
お
よ
び
解
題
で
示
さ
れ
た
真
福
寺
本
と
の
加
点
状
況
を
示
し
比
較

す
る
こ
と
と
す
る
。

 
 

  

醍
醐
寺
本 

  

真
福
寺
本

1　

中
堂
ノ
タ
カ
ト
ノ 
① 
9
ウ
六　
　

無
加
点 

ナ
カ
ツ
タ
カ
ト
ノ

 

② 
10
オ
四　
　

無
加
点 

ナ
カ
ツ
ヤ

2　

料
理
ト
シ
ツ
ラ
テ 

 

9
ウ
六　
　

ト
シ
ツ
ラ
ヒ 

ト
リ
シ
ツ
ラ
ヒ

3　

記
念
ノ
カ
タ
ミ 

 

34
ウ
三　
　

カ
タ
ミ 

ノ
カ
タ
ミ

4　

斜
眼
ト
ニ
ラ
ム 

 

13
オ
七　
　

ト
ニ
ラ
ン
テ 

ト
ニ
ラ
ム
（
左
傍
）

 
 

 

ト
ヨ
コ
メ
シ
（
右
傍
）

　
　

斜
眼
ト
ニ
ラ
ン
テ 

 

18
オ
二　
　

ト
ミ
カ
タ
ム
ル 

ト
ア
ラ
メ
ス

5　

佯
瞋
ト
イ
ツ
ハ
テ
ハ
ラ
タ
チ
シ
テ 

 

13
オ
七　
　

イ
ツ
ハ
リ
ハ
ラ
タ
テ 

ト
イ
ツ
ハ
リ
ハ
ラ
タ
チ
シ
テ

6　

迷
惑
ト
マ
ト
フ 

 

7
ウ
二　
　
（
ま
と
）
ヒ
マ
ト
ハ
ス 

ト
マ
ト
フ
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7　

膃

ト
ニ
コ
ヤ
カ
ナ
リ 

 

17
ウ
二　
　

ト
ニ
コ
ヤ
カ
ナ
リ
（
左
傍
） 

ト
ニ
コ
ヤ
カ
ナ
リ 

 
 

 

フ
ク
ヤ
カ
ナ
リ

8　

疲
頓
ト
ツ
カ
レ
タ
リ 

 

2
オ
五　
　

ト
ツ
カ
レ
タ
ル
コ
ト 

ト
ツ
カ
レ
タ
ル
コ
ト

9　

ト
サ
ハ
ヤ
カ
ニ
シ
テ 

 

17
ウ
一　
　

ト
（
さ
は
）
ヤ
カ
ニ
シ
て 

ト
サ
ハ
ヤ
カ
ニ
シ
て

　

笹
川
祥
生
氏
の
解
題
に
お
い
て
、
『
遊
仙
窟
』
を
出
典
と
す
る
語
句
の
九
語
の
和
訓
と
全
同
の
も
の
は
、
右
に
示
す
よ
う
に
真
福
寺
本
に

お
い
て
は
五
語
の
倭
訓
で
あ
る
。

　
「
佯
瞋
」
（
5
）
は
「
イ
ツ
ハ
ル
」
と
「
ハ
ラ
ダ
ツ
」
（
「
ハ
ラ
ダ
チ
ス
」
）
、
「
疲
頓
」
（
8
）
は
「
ツ
カ
ル
」
（
「
ツ
カ
レ
タ
リ
」
）
と
基
本
形

を
基
軸
と
し
て
考
え
る
と
【
醍
醐
寺
】
【
真
福
寺
】
と
も
に
『

嚢
鈔
』
と
一
致
す
る
。
だ
と
す
る
と
、【
真
福
寺
】
の
七
語
の
和
訓
と
【
真

福
寺
】
の
傍
訓
が
一
致
す
る
と
す
る
「
解
題
」
の
記
述
と
付
合
す
る
。
し
か
し
、
『

嚢
鈔
』
の
抄
出
語
句
の
和
訓
は
、
「
シ
ツ
ラ
テ
」
「
ニ

ラ
ン
テ
」
「
イ
ツ
ハ
テ
」
の
よ
う
に
、
漢
籍
を
訓
読
す
る
場
合
の
語
形
（
訓
点
）
を
そ
の
ま
ま
抄
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
5
・

8
の
語
句
は
【
真
福
寺
】
に
一
致
と
は
言
い
難
い
も
の
で
あ
る
。
だ
と
す
る
と
、
前
に
記
し
た
よ
う
に
五
語
の
一
致
と
な
る
。

　
『

嚢
鈔
』
に
抄
出
さ
れ
た
九
語
の
の
内
の
【
真
福
寺
】
と
不
一
致
の
四
語
が
如
何
な
る
『
遊
仙
窟
』
の
訓
点
に
よ
る
も
の
か
に
つ
い
て

は
現
在
の
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
2

　
『

嚢
鈔
』
第
四
十
一
「
物
ノ
サ
ハ
ヤ
カ
ナ
ト
云
ハ
何
レ
ノ
字
ソ
」
に
は
、
イ
ロ
ハ
順
に
「
若
為
（
イ
カ
ハ
カ
リ
・
右
傍
）
」
以
下
「
賺
（
ス

カ
ス
・
右
傍
）
（
タ
ラ
ス
・
左
脚
）
」
ま
で
四
三
〇
語
類
聚
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
「
可
愛
仙　

偏
愛
同
」
の
よ
う
に
「
仙
」
あ
る
い
は
「
同

（
仙
）
」
注
記
の
あ
る
語
が
二
七
例
存
す
る
。
『
遊
仙
窟
』
を
出
典
と
す
る
語
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
右
に
示
す
注
記
の
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あ
る
語
に
つ
い
て
、
醍
醐
寺
本
・
真
福
寺
本
の
傍
訓
を
示
す
。

 
 

  

醍
醐
寺
本 

  

真
福
寺
本

1　

婀
娜
―
タ
ヲ
ヤ
カ
ナ
リ 

① 

2
ウ
七　

ト
タ
ヲ
ヤ
カ
ニ
シ
テ 

ト
タ
ヤ
カ
ニ
シ
テ

 

② 

7
オ
五　

ト
タ
ヲ
ヤ
カ
ナ
ル 

ト
タ
ヲ
ヤ
カ
ナ
ル

 

③ 

23
オ
四　

ト
ナ
マ
メ
イ
テ 

ト
ナ
マ
メ
イ
テ

 

④ 

26
オ
七　

ト
タ
ヲ
ヤ
カ
ニ 

ト
タ
ヲ
ヤ
カ
ニ

 
 

　
　
　
　

ト
ナ
マ
メ
キ

2　

婭

―
同
（
タ
ヲ
ヤ
カ
ナ
リ
） 

 

7
ウ
七　

ト
ナ
ヲ
ヤ
カ
ニ
シ
テ 

ト
タ
ヲ
ヤ
カ
ニ
シ
テ

3　

荏
苒
―
ハ
ヱ
ヤ
カ
ナ
リ 

 
3
オ
一　

ト
ヘ
ヽ
ヤ
カ
ニ
シ
テ 

ト
ヘ
ヱ
ヤ
カ
ニ
シ
テ
（
左
傍
）

 
 

 

ツ
ヽ
ヤ
カ
ニ
（
右
傍
）

4　

半
面
―
ハ
タ
カ
ク
ル 

 

3
ウ
三　

ハ
タ
カ
ク
レ
タ
ル 

ハ
タ
カ
ク
レ
タ
ル

5　

風
流
―
ヲ
モ
シ
ロ
シ 

① 

4
オ
三　

ト
ヲ
モ
シ
ロ
キ
コ
ト 

ト
ヲ
モ
シ
ロ
キ
コ
ト

 

② 

17
ウ
五　

ト
ナ
サ
ケ
ア
ラ
ム 

ト
ヲ
モ
シ
ロ
シ

 
 

 

ト
ミ
ヤ
ヒ
カ
ナ
リ

6　

求
守
―
ナ
ツ
ク 

① 

5
ウ
六　

ナ
ツ
ミマ

マ 

ト
ヨ
リ
ツ
ク
コ
ト

 

② 

30
ウ
三　

ト
ナ
ツ
ク
コ
ト 

ヨ
リ
ツ
ク
コ
ト

7　

不
平
―
ナ
ヤ
マ
ス 

① 

5
ウ
七　

ナ
ヤ
マ
ス
（
右
傍
） 

ト
ナ
ヤ
マ
シ
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ナ
ヤ
マ
シ
キ
（
左
傍
）

 

② 

25
ウ
七　
（
ヲ
コ
ト
点
「
な
り
」
） 

ウ
チ
ハ
ヤ
シ

8　

娉

―
ナ
ツ
カ
シ 

 

7
オ
三　

ト
ナ
ツ
カ
シ 

ト
ウ
ル
ハ
シ
ハ
ツ
カ
シ
（
右
傍
）

 
 

 

ト
ニ
ホ
ヒ
ハ
ツ
カ
シ
（
左
傍
）

9　

形
迹
―
ウ
ト
ム 

 

20
ウ
一　

ウ
ト
ム
コ
ト 

ト
ウ
ト
ン
ス
ル
コ
ト

10　

可
怜
―
同
（
ウ
ト
ム
） 

① 

7
オ
四　

ト
ウ
ツ
ク
シ
ケ
ナ
ル 

ト
ウ
ツ
ク
シ
ク
ナ
ル

 

② 

21
オ
二　

ウ
ツ
ク
シ
ケ
ナ
ル 

ウ
ツ
ク
シ
ケ
ナ
ル

 

③ 

28
オ
一　

ウ
ツ
ク
シ
ケ
ナ
ル 

ウ
ツ
ク
シ
ケ
ナ
ル

 
④ 

30
ウ
三　

ウ
ツ
ク
シ
ケ
ナ
ル 

ウ
ツ
ク
シ
ケ
ナ
ル

11　

可
愛
―
ウ
ツ
ク
シ
ケ
ナ
リ 

 
7
オ
四　

ト
ウ
ツ
ク
シ
ケ
ナ
ル 

ト
メ
デ
タ
キ

 
 

　
　
　
　

ト
メ
デ
タ
キ 

オ
モ
ハ
シ
キ

12　

偏
愛
―
同
（
ウ
ツ
ク
シ
ケ
ナ
リ
） 

 

11
オ
六　

ト
ウ
ツ
ク
シ
ケ
ニ
シ
テ 

ト
ウ
ツ
ク
シ
ケ
ニ
シ
テ

13　

荒
涼
―
ア
ハ
ケ
テ 

 

8
ウ
四　

ト
ア
レ
テ 

ト
ア
レ
テ

14　

淪
滑
―
マ
ミ
レ
タ
リ 

 

9
オ
一　

ト
マ
ミ
レ
タ
リ 

ト
マ
ミ
レ
タ
リ

15　

率
爾
―
ニ
ワ
カ 

① 

9
オ
五　

ト
ニ
ハ
カ
ニ 

ト
ニ
ハ
カ
ニ

 

② 

22
ウ
八　

ト
ニ
ハ
カ
ニ 

ト
ニ
ハ
カ
ニ 

16　

三
三
―
ツ
キ
ツ
キ 

 

11
ウ
三　

ツ
キ
ツ
キ
ニ 

ツ
キ
ツ
キ
ニ

17　

消
息
―
ア
リ
サ
マ 

 

17
オ
八　

無
加
点 

無
加
点
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18　

大
語
―
コ
ハ
ダ
カ
ナ
リ 

 

17
ウ
八　

ト
コ
ハ
タ
カ
ニ
シ
テ 

ト
コ
ハ
タ
カ
ニ

19　

加
諸
―
ク
チ
カ
タ
リ 

 

19
オ
七　

サ
シ
マ
セ
コ
ト 

ク
チ
カ
タ
リ

 
 

　
　
　
　

ト
リ
ク
ハ
ヘ
コ
ト

20　

妍
―
ウ
ル
ハ
シ 

 

24
ウ
二　

ト
ウ
ル
ハ
シ 

ト
ウ
ル
ハ
シ

21　

自
在
―
ワ
カ
マ
ヽ
ナ
リ 

 

26
ウ
六　
「
ナ
ル
」
の
み
の
加
点 

ホ
シ
マ
ヽ
ナ
ル

22　

方
便
―
ツ
キ
〳
〵
シ
フ 

① 

29
ウ
八　

ト
ツ
キ
〳
〵
シ
ウ
シ
テ
（
右
傍
）

 
 

　
　
　
　

ヤ
ス
ラ
ヒ
テ
（
左
傍
） 

ト
ソ
ラ
シ
ラ
ス
シ
テ

 

② 

30
ウ
六　

ニ
ツ
キ
〳
〵
シ
ク 

ツ
キ
〳
〵
シ
ク

 
 

　
　
　
　

ト
ア
タ
カ
ニ

23　

泣
涙
―
シ
ホ
タ
レ
テ 

 
32
ウ
八　

ト
シ
ホ
タ
レ
テ 

ト
シ
ホ
タ
レ
テ

24　

珍
奇
―
メ
ツ
ラ
カ
ニ 

 
20
オ
六　

メ
ツ
ラ
カ
ニ
ア
ヤ
シ
ク 

メ
ツ
ラ
カ
ニ
ア
ヤ
シ
ク

　

以
上
で
あ
る
が
、
「
仙
」
注
記
の
あ
る
語
で
、
次
の
「
盤
桓
仙
（
タ
チ
モ
ト
ヲ
ル
）
」
「
攀
折
仙
（
ツ
ヽ
ラ
ヲ
リ
）
」
「
盤
折
同
（
同
・
ツ
ツ
ラ

ヲ
リ
）
」
の
三
語
に
つ
い
て
は
『
遊
仙
窟
』
中
に
は
語
そ
の
も
の
が
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
可
怜
（
ウ
ト
ム
）
」
「
荏
苒
（
ハ
ヱ

ヤ
カ
ナ
リ
）
」
「
自
在
（
ワ
カ
マ
マ
ナ
リ
）
」
の
よ
う
に
語
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
も
、
『
遊
仙
窟
』
の
諸
本
に
同
じ
和
訓
の
全
く
見
ら
れ
な

い
も
の
も
見
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
『

嚢
鈔
』
第
四
十
一
に
掲
出
さ
れ
た
語
の
訓
は
、
「
荒
涼
―
ア
ハ
ケ
テ
」
「
泣
涙
―
シ
ホ
タ
レ
テ
」
の
よ
う
な
例
が
あ
る
も

の
の
、
四
1
の
抄
出
の
仕
方
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
視
点
で
『

嚢
鈔
』
掲
出
の
語
と
醍
醐
寺
本
・
真
福
寺
本
の
傍
訓
と
の
一
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致
状
況
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
『

嚢
鈔
』
掲
出
の
語
と
醍
醐
寺
本
と
の
傍
訓
の
一
致　
　
　

一
七
語
二
二
例

　
　
　
『

嚢
鈔
』
掲
出
の
語
と
真
福
寺
本
と
の
傍
訓
の
一
致　
　
　

一
三
語
一
七
例

　

右
の
状
況
か
ら
見
れ
ば
、
第
四
十
一
に
掲
出
さ
れ
た
「
仙
」
注
記
の
あ
る
語
は
醍
醐
寺
本
と
の
一
致
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
婀
娜
」
は
『
遊
仙
窟
』
に
は
四
例
見
ら
れ
、
そ
の
和
訓
は
「
タ
ヲ
ヤ
カ
ナ
リ
」「
ナ
マ
メ
ク
」
の
二
訓
が
見
ら
れ
る
。
「
風
流
」

で
は
「
ヲ
モ
シ
ロ
シ
」
「
ナ
サ
ケ
ア
リ
」
（
醍
醐
寺
本
）
、「
ヲ
モ
シ
ロ
シ
」
「
ミ
ヤ
ヒ
カ
ナ
リ
」
（
真
福
寺
本
）
の
各
二
訓
、「
可
愛
」
で
は
「
ウ

ツ
ク
シ
ゲ
ナ
リ
」「
メ
デ
タ
シ
」（
醍
醐
寺
本
）
、「
メ
デ
タ
シ
」「
オ
モ
ハ
シ
」（
真
福
寺
本
）
の
各
二
訓
、「
方
便
」
で
は
「
ツ
キ
ツ
キ
シ
」「
ヤ

ス
ラ
ク
」
（
醍
醐
寺
本
）
、
「
ツ
キ
ツ
キ
シ
」
「
ア
タ
カ
ナ
リ
」
（
醍
醐
寺
本
）
の
各
二
訓
の
よ
う
に
複
数
の
和
訓
の
確
認
の
出
来
る
も
の
に
お

い
て
も
一
方
の
み
が
掲
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
選
択
の
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　

ま
た
「
消
息
」
の
よ
う
に
両
本
に
は
無
加
点
で
あ
る
。
因
み
に
「
消
息
」
に
つ
い
て
は
確
認
し
た
総
て
の
『
遊
仙
窟
』
に
お
い
て
無
加

点
で
あ
る
。
因
み
に
『

嚢
鈔
』
第
四
十
一
に
は
「
荒
涼
仙
消
息
同
」
と
あ
る
も
の
で
、
『
遊
仙
窟
』
を
出
典
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
3

　

五
2
に
お
い
て
、
『

嚢
鈔
』
第
四
十
一
で
、
イ
ロ
ハ
順
に
類
聚
さ
れ
た
語
の
な
か
で
「
仙
」
「
同
（
仙
）
」
注
記
の
あ
る
語
に
つ
い
て
の

醍
醐
寺
本
と
真
福
寺
本
と
の
和
訓
の
一
致
の
状
況
に
つ
い
て
小
考
し
た
。
し
か
し
第
四
十
一
中
に
は
「
仙
」
注
記
の
な
い
も
の
に
も
『
遊

仙
窟
』
を
出
典
と
す
る
と
思
わ
れ
る
語
が
見
ら
れ
る
。
以
下
、
醍
醐
寺
本
と
真
福
寺
本
と
の
和
訓
の
一
致
の
状
況
に
つ
い
て
小
考
す
る
。
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醍
醐
寺
本 

  

真
福
寺
本

1　

若
為
―
イ
カ
バ
カ
リ 

① 

3
オ
七　

イ
カ
ハ
カ
リ 

イ
カ
ハ
カ
リ

 

② 

17
オ
一　

イ
カ
ン
ス
ル 

イ
カ
ン
ス
ル
（
※
「
為
」
字
を
欠
く
）

 

③ 

26
ウ
四　

イ
カ
ニ
シ
テ 

イ
カ
ニ
シ
テ

 

④ 

30
ウ
三　

イ
カ
ニ
シ
テ 

イ
カ
シ
テ
カ

 

⑤ 

30
ウ
八　

イ
カ
ニ
シ
テ 

イ
カ
ンニ
シ
テ

 

⑥ 

33
オ
六　

イ
カ
ニ
シ
テ 

イ
カ
ヽ
シ
テ

2　

若
箇
―
同
（
イ
カ
ハ
カ
リ
） 

 

18
ウ
二　

イ
カ
ハ
カ
リ 

イ
カ
ハ
カ
リ

3　

造
鑿
―
イ
ヤ
メ
ツ
ラ
ナ
リ 

 

23
ウ
一　

イ
ヤ
メ
ツ
ラ
ナ
リ 

イ
ヤ
メ
ツ
ラ
ナ
リ

4　

膃

―
ニ
コ
ヤ
カ
ナ
リ 

 
17
ウ
二　

ト
ニ
コ
ヤ
カ
ナ
リ 

ト
ニ
コ
ヤ
カ
ナ
リ

 
 

 

（
ト
）
フ
ク
ヤ
カ
ナ
リ

5　

面
子
―
カ
ホ
ツ
キ 

① 

3
オ
1　

ノ
カ
ホ
ツ
キ 

ノ
カ
ホ
ツ
キ

 

② 

6
オ
三　

ノ
カ
ホ
ハ
セ 

ノ
カ
ホ
ハ
セ

 

③ 

23
オ
四　

ノ
カ
ホ
ハ
セ 

ノ
カ
ホ
ハ
セ

6　

彷
徨
―
同
（
タ
チ
モ
ト
ヲ
ル
） 

 

3
ウ
八　

ト
タ
チ
モ
ト
ヲ
リ 

ト
タ
チ
モ
ト
ヲ
リ

7　

徒
倚
―
タ
ヽ
ス
ム 

 

9
ウ
一　

ト
タ
ヽ
ス
ン
テ 

ト
タ
ヽ
ス
（
ム
）
テ

8　

寸
歩
―
同
（
タ
ヽ
ス
ム
） 

 

6
オ
四　

ト
タ
ヽ
ス
ム
ト
キ 

ト
タ
ヽ
ス
ン
テ

9　

慇
懃
―
同
（
ネ
ン
コ
ロ
） 

① 

5
ウ
五　

ネ
ン
コ
ロ
ニ 

ネ
ン
コ
ロ
ニ
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② 

31
ウ
八　

ト
ネ
ム
コ
ロ
ニ 

ト
ネ
ン
コ
ロ
（
ニ
） 

 

③ 

34
オ
五　

ネ
ン
コ
ロ
ニ 

ネ
ン
コ
ロ
（
ニ
）

 

④ 

35
ウ
八　

ネ
ン
コ
ロ
ニ 

ネ
ン
コ
ロ
（
ニ
）

10　

賺

―
同
（
ナ
ツ
カ
シ
） 

 

7
オ
五　

ト
ナ
ツ
カ
シ
キ 

ト
ミ
ノ
ヘ
タ
ル 

11　

口
子
―
ク
チ
ス
ウ 

① 

30
ウ
八　

ク
チ
ス
フ
コ
ト 

ク
チ
ス
フ
コ
ト

 

② 

31
オ
三　

ク
チ
ヲ
ス
ウ
ニ 

ク
チ
ス
フ
ニ

 

③ 

31
オ
四　

ク
チ
ス
ウ
コ
ト 

(　
　
　
　

)

コ
ト

 

④ 

31
ウ
五　

ノ
ク
チ
ス
フ
ニ
（
右
傍
） 

 

無
加
点

 
 

　
　
　
　

ノ
ク
チ
ヲ
（
左
傍
）

12　

真
成
―
マ
メ
ヤ
カ 
① 
5
ウ
四　

ト
マ
メ
ヤ
カ
ニ 

ト
マ
コ
ト
ニ
シ
テ
（
右
傍
）

 
 

 

ト
マ
メ
ヤ
カ
ニ
（
左
傍
）

 

② 

11
オ
六　

ト
マ
コ
ト
ニ 

マ
コ
ト
ニ

 

③ 

12
オ
一　

マ
メ
ヤ
カ
ニ 

マ
メ
ヤ
カ
ニ

13　

正
首
―
同
（
マ
メ
ヤ
カ
） 

 

13
ウ
五　

マ
メ
ヤ
カ
ニ 

ト
マ
メ
ヤ
カ
ニ

14　

宛
轉
―
同
（
マ
ロ
フ
） 

 

30
ウ
六　

マ
ロ
ム
テ 

マ
ロ
ム 

15　

擧
止
―
フ
ル
マ
ヒ 

 

11
オ
八　

ト
フ
ル
マ
フ 

ト
フ
ル
マ
フ

16　

無
端
―
ア
チ
キ
ナ
シ 

 

22
オ
八　

ア
チ
キ
ナ
ク 

ア
チ
キ
ナ
ク

17　

無
情
―
同
（
ア
チ
キ
ナ
シ
） 

① 

5
オ
五　

ト
ア
チ
キ
ナ
キ 

ト
ア
チ
キ
ナ
ク
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② 

36
オ
二　

コ
ヽ
ロ
ナ
ケ
レ
ト
モ 

無
加
点

 
 

　
　
　
　

ナ
サ
ケ
ナ
ケ
レ
ト
モ

18　

無
事
―
同
（
ア
チ
キ
ナ
シ
） 

① 

5
オ
八　

ト
ア
チ
キ
ナ
ク 

ア
チ
キ
ナ
シ

 

② 

16
オ
六　

ア
チ
キ
ナ
ク 

ア
チ
キ
ナ
シ

19　

細
々
評マ

マ

―
サ
ヽ
ヤ
カ
ニ 

 

7
オ
五　

ト
サ
ヽ
ヤ
カ
ニ
ナ
マ
メ
キ 

ト
サ
ヽ
ヤ
カ
ナ
リ

20　

婉
轉
―
ミ
ツ
ロ
ヒ
ス
ル 

① 

13
オ
七　

ト
ミ
ツ
ロ
（
ヒ
シ
） 

ト
ミ
ツ
ク
ロ
ヒ
シ

 

② 

30
ウ
六　

マ
ロ
ム
テ 

マ
ロ
ム
（
但
し
「
宛
轉
」
）

21　

法
用
―
同
（
ミ
ツ
ク
ロ
ヒ
ス
ル
） 

 

31
オ
五　

ト
ミ
ツ
ク
ロ
ヒ
ス
ル 

ト
ミ
ツ
ク
ロ
ヒ
ス
ル

22　

紛
披
―
ヒ
ラ
メ
ク 

 

23
ウ
二　

ト
ヒ
ラ
メ
イ
テ 

ト
ヒ
ラ
メ
イ
テ

以
上
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
『

嚢
鈔
』
掲
出
の
語
と
醍
醐
寺
本
と
の
傍
訓
の
一
致　
　
　

一
九
語
二
六
例

　
　
　
『

嚢
鈔
』
掲
出
の
語
と
真
福
寺
本
と
の
傍
訓
の
一
致　
　
　

一
九
語
二
五
例

各
語
の
和
訓
の
多
く
は
、
醍
醐
寺
本
と
真
福
寺
本
と
の
一
致
す
る
も
の
が
多
く
、
右
に
示
し
た
傍
訓
の
一
致
状
況
か
ら
見
て
何
れ
を
中
心

と
し
た
も
の
か
は
定
め
が
た
い
状
況
で
は
あ
る
。
「
細
々
評
（
サ
ヽ
ヤ
カ
ニ
）
」
の
み
が
【
真
福
寺
】
が
「
ト
サ
ヽ
ヤ
カ
ニ
」
と
す
る
の
に

対
し
て
【
醍
醐
寺
】
が
「
ト
サ
サ
ヤ
カ
ニ
ナ
マ
メ
キ
」
と
す
る
違
い
程
度
で
あ
る
。

　

五
2
に
お
い
て
も
示
し
た
が
、例
え
ば
「
若
為
」
に
は
「
イ
カ
ハ
カ
リ
」
以
外
に
複
数
例
の
「
イ
カ
ニ
シ
テ
」
が
あ
り
、「
面
子
」
に
は
「
カ

ホ
ツ
キ
」
以
外
に
複
数
例
の
「
カ
ホ
ハ
セ
」
が
見
ら
れ
る
。
「
真
成
」
に
は
「
マ
メ
ヤ
カ
」
以
外
に
「
マ
コ
ト
ニ
」
が
見
ら
れ
、
「
無
情
」

に
は
「
ア
チ
キ
ナ
シ
」
以
外
に
「
ナ
サ
ケ
ナ
シ
」
「
コ
コ
ロ
ナ
シ
」
等
の
和
訓
も
見
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
和
訓
の
み
が
掲
出
さ
れ
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る
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

　
『
日
本
語
大
事
典
』
（
朝
倉
書
店
）
の
『

嚢
鈔
』
の
項
（
橋
本
行
洋
執
筆
）
に
「
本
書
は
中
世
語
資
料
と
し
て
有
用
で
あ
る
が
、『
塵
袋
』

お
よ
び
『
塵
添

嚢
鈔
』
と
の
関
係
や
、
和
漢
の
典
拠
資
料
に
お
け
る
記
述
内
容
を
確
認
し
た
う
え
で
利
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」

と
の
指
摘
が
あ
る
。

　

本
稿
で
調
査
対
象
と
し
た
『

嚢
鈔
』
に
お
い
て
『
遊
仙
窟
』
を
典
拠
資
料
と
書
中
明
記
す
る
す
る
語
、
あ
る
い
は
典
拠
資
料
と
思
し

き
語
に
つ
い
て
抄
出
し
、
『
遊
仙
窟
』
諸
本
の
和
訓
を
抄
出
し
た
。
『
遊
仙
窟
』
を
典
拠
資
料
と
し
た
場
合
の
、
『

嚢
鈔
』
内
で
の
記
述
内

容
に
対
し
て
の
問
題
点
を
以
下
に
示
し
、
『
遊
仙
窟
』
を
対
象
と
し
た
場
合
の
「
遊
仙
窟
語
彙
」
研
究
の
問
題
を
提
示
す
る
。

　

1 

、
笹
川
祥
生
氏
の
解
題
に
お
い
て
、
『

嚢
鈔
』
に
お
い
て
『
遊
仙
窟
』
を
出
典
と
す
る
和
訓
九
語
に
つ
い
て
、
七
語
の
和
訓
は
真
福

寺
本
の
傍
訓
に
一
致
す
る
と
し
て
、「
『

嚢
鈔
』
の
採
用
し
た
和
訓
は
、伝
統
的
な
読
み
方
だ
っ
た
」
結
論
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
も
、

真
福
寺
本
の
傍
訓
と
の
七
語
の
一
致
は
見
ら
れ
ず
、
一
致
の
見
ら
れ
な
い
和
訓
が
如
何
な
る
『
遊
仙
窟
』
に
基
づ
く
も
の
か
不
明
で

あ
る
。

　

2 

、
『

嚢
鈔
』
三
巻
四
一
段
に
イ
ロ
ハ
順
に
四
三
〇
語
の
語
を
類
聚
し
、
そ
の
和
訓
を
記
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
当
該
箇
所
に
は
抄
出

語
の
左
脚
に
「
仙
」
（
「
同
」
）
注
記
を
付
し
た
語
が
二
四
語
存
す
る
。
二
四
語
に
つ
い
て
醍
醐
寺
本
・
真
福
寺
本
の
傍
訓
と
『

嚢
鈔
』

の
和
訓
を
比
較
し
た
場
合
の
問
題
点
を
次
に
記
す
。

　
　

① 　
『

嚢
鈔
』
に
お
い
て
「
仙
」
注
記
が
あ
る
も
の
の
、
「
盤
桓
」
「
攀
折
」
「
盤
折
」
の
三
語
に
つ
い
て
は
『
遊
仙
窟
』
中
に
は
見

ら
れ
な
い
。
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② 　
「
消
息
」
に
見
る
よ
う
に
、
『
遊
仙
窟
』
諸
本
に
お
い
て
無
加
点
の
例
の
掲
出
が
見
ら
れ
る
。

　
　

③ 　
『
遊
仙
窟
』
に
お
い
て
一
つ
の
語
に
複
数
の
用
例
が
確
認
さ
れ
、
複
数
の
傍
訓
の
存
す
る
場
合
、
そ
の
一
方
の
み
が
掲
出
さ
れ
る
。

そ
の
場
合
、
そ
の
根
拠
が
不
明
で
あ
る
。

　
　

④ 　

醍
醐
寺
本
・
真
福
寺
本
の
何
れ
と
も
一
致
し
な
い
傍
訓
の
場
合
、
如
何
な
る
『
遊
仙
窟
』
に
拠
る
和
訓
な
の
か
不
明
な
点
が
多
い
。

　

3 

、
『

嚢
鈔
』
三
巻
四
一
段
に
イ
ロ
ハ
順
に
四
三
〇
語
の
語
の
中
に
は
、
2
で
示
し
た
「
仙
」
注
記
を
付
す
以
外
の
語
（
「
仙
」
注
記

の
な
い
語
）
に
も
、『
遊
仙
窟
』
を
典
拠
と
す
る
と
思
し
き
語
が
二
二
例
確
認
さ
れ
る
。 

醍
醐
寺
本
・
真
福
寺
本
の
傍
訓
と
『

嚢
鈔
』

の
和
訓
を
比
較
し
た
場
合
の
問
題
点
を
次
に
記
す
。

　
　

①　
『

嚢
鈔
』
の
掲
出
和
訓
と
醍
醐
寺
本
・
真
福
寺
本
と
を
比
較
し
た
場
合
、
両
本
と
も
に
一
致
す
る
。

　
　

②　

前
項
2
③
と
同
じ
い
問
題
点
が
存
す
る
。

　
　

③ 　
「
仙
」
注
記
の
な
い
語
で
、『
遊
仙
窟
』
を
典
拠
と
す
る
と
確
認
し
た
語
の
す
べ
て
が
『
集
成
』
に
お
い
て
掲
出
さ
れ
る
例
が
『
醍

醐
寺
本
』
あ
る
い
は
『
真
福
寺
本
』
と
あ
る
こ
と
で
、
『
遊
仙
窟
』
を
典
拠
と
す
る
と
み
て
大
過
な
い
。

　

4 

、
1
・
2
・
3
の
な
か
で
『
遊
仙
窟
』
の
諸
本
の
和
訓
を
各
々
の
条
項
の
中
で
示
し
た
。
そ
の
な
か
で
『
遊
仙
窟
』
和
訓
の
展
開
の

広
さ
が
確
認
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
語
研
究
に
お
い
て
は
語
誌
を
そ
の
視
野
に
お
く
お
く
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

5 

、
1
・
2
・
3
の
状
況
を
勘
案
す
る
時
、
『
遊
仙
窟
』
を
典
拠
と
す
る
と
思
し
い
『

嚢
鈔
』
の
『
遊
仙
窟
』
語
彙
に
つ
い
て
は
、
『

嚢
鈔
』
の
記
述
内
容
の
十
分
な
検
討
が
必
要
な
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 

更
に
は
、
『

嚢
鈔
』
に
お
い
て
出
典
注
記
の
あ
る
語
・

出
典
注
記
の
な
い
語
に
つ
い
て
も
そ
の
記
述
内
容
の
検
討
の
必
要
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、『

嚢
鈔
』
に
は
漢
字
に
そ
の
訓
み
を
示
す
項
目
（
条
項
）
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
は
笹
川
祥
生
氏
の
解
題
の
如
く
で
あ
る
が
、『

嚢
鈔
』
を
辞
書
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
と
り
わ
け
漢
字
に
付
さ
れ
た
和
訓
を
中
世
語
の
資
料
と
す
る
場
合
に
は
十
分
な
検
討
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の
必
要
性
を
示
す
こ
と
と
な
る
。

 

（
元
京
都
女
子
大
学
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学
部
教
授
）


